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で
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駆
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巡
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江
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勢
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無
病
息
災
と

家
内
安
全
を

願
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町 
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四
ペ
ー
ジ
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産
業
・
雇
用
支
援 

3 2

休業を活用した「解雇の徹底予防」 休業を活用した「解雇の徹底予防」 休業を活用した「解雇の徹底予防」 

休業手当または賃金に相当する額として、厚生労働大臣
の定めた方法により算定した額の5分の 4を国が助成。
加えて5分の1を市が追加助成し、対象額（基準賃金額）
の全額を助成するものです。 

休業・出向などに必要な経費を 
軽減し、解雇の徹底予防 

を図ります 5分の4
国の助成 

5分の1
市の追加助成 

対象額（基準賃金額） 
の全額助成 

「中小企業緊急雇用安定助成金」 「中小企業緊急雇用安定助成金」 

さらに教育訓練を実施した場合は、訓練費用として 
 1人1日 6,000円 が国から加算されます。 

「中小企業緊急雇用安定助成金」 対象額（基準賃金額）を全額助成 対象額（基準賃金額）を全額助成 対象額（基準賃金額）を全額助成 

　日本ジオパーク記念式典 
　　　　　　「後列右から3人目、中山京丹後市長」 

休業・出向などにかかる手当もしくは賃金などについて、国の定める対象額（基準賃金額）が全額 
助成となります。ただし、１人１日あたり雇用保険基本手当日額の最高額が限度となります。 

　急激な資源価格の高騰や景気の変動などの経済上の理由による企業収入の悪化から、生産量が減少し、事業活
動の縮小を余儀なくされた中小企業事業主のかたが、雇用する労働者を一時的に休業・教育訓練または出向をさせた
場合に、休業・教育訓練または出向にかかる手当もしくは賃金などの一部が国から助成されます。（＝雇用調整助成金
制度） 
　国では、従来の「雇用調整助成金制度」を見直し、
「中小企業緊急雇用安定助成金制度」を平成20年
12月からの措置として創設。支給要件が大幅に緩
和されたことに加え、助成率や教育訓練費が引き上
げられました。 
　市では、この「中小企業緊急雇用安定助成金」の
活用を促すとともに、国の助成金とあわせて、産業・
雇用総合支援対策の一環として助成金を交付、対
象額（基準賃金額）の全額助成により、雇用の確保
および事業主のかたの経費負担の軽減を図ります。 
　国の中小企業緊急雇用安定助成金支給決定通
知書がお手元に届いてから、市の助成金交付申請
を行ってください。 

お問い合わせ先 
　京丹後市商工振興課 （蕁69-0440） 

講
座
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先 

譛
京
都
産
業
21
　
北
部
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
蕁
六
九
ー
三
六
七
五
） 

　
世
界
的
な
景
気
後
退
に
よ
り
地
域
経
済
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
市
で
は
国
の
「
中

小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
」
に
追
加
助

成
し
、
休
業
を
活
用
し
た
「
解
雇
の
徹
底
予

防
」
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
府
お
よ
び
譛
京
都
産
業
21
で
は
、
休
業

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
か
た
が
休
業
の
間
、

さ
ら
な
る
技
能
の
習
得
を
図
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
研
修
と
し
て
、
「
北
部
も
の
づ
く
り

人
材
・
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
緊
急
対
策
事
業
」
を

実
施
し
て
お
り
、
丹
後
地
域
で
は
、
本
市
と

共
催
で
実
施
。
昨
年
十
月
に
本
格
稼
動
し
ま

し
た
、
府
北
部
の
も
の
づ
く
り
産
業
に
お
け

る
人
づ
く
り
中
核
拠
点
「
丹
後
・
知
恵
の
も

の
づ
く
り
パ
ー
ク
」
（
峰
山
町
荒
山
）
お
よ

び
丹
後
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
大
宮
町

河
辺
）
で
「
機
械
金
属
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」

お
よ
び
「
生
産
に
関
す
る
基
礎
知
識
か
ら
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
ま
で
を
学
ぶ
コ
ー
ス
」
の
二
講

座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　「
機
械
金
属
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」
で
は
、

機
械
図
面
の
読
み
方
や
高
精
度
機
械
測
定
、

工
作
機
械
の
活
用
法
な
ど
、
ま
た
「
生
産
に

関
す
る
基
礎
知
識
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ま
で

を
学
ぶ
コ
ー
ス
」
で
は
品
質
管
理
の
進
め
方
、

生
産
管
理
、
現
場
改
善
の
基
本
手
法
な
ど
の

講
座
を
開
講
。
各
講
座
二
十
〜
五
十
人
の
定

員
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
今
後
も
府
お
よ
び
譛
京
都
産
業

21
な
ど
と
協
働
し
て
人
材
育
成
研
修
会
な

ど
を
開
催
し
、
産
業
・
雇
用
の
安
定
に
向
け

て
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

　
地
球
活
動
の
遺
産
を
主
な
見
所

と
す
る
自
然
の
公
園
と
し
て
、
地

質
資
源
の
保
護
と
活
用
を
め
ざ
す

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
記
念
式
典
（
主

催
・
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
）

が
二
月
二
十
日
、
東
京
大
学
（
東

京
都
文
京
区
）
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
初
め
て
認

定
さ
れ
た
山
陰
海
岸
を
は
じ
め
、

全
国
七
地
域
へ
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
証
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
に
は
、
認
定
さ
れ
た
七
地

域
の
代
表
者
が
出
席
。
尾
池
和
夫

同
委
員
会
委
員
長
（
元
京
都
大
学

総
長
）
か
ら
認
定
証
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
尾
池
委
員
長
に
よ
る

基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
そ
の
講
演

の
中
で
「
認
定
地
域
の
自
治
体
を

中
心
に
ジ
オ
パ
ー
ク
を
広
報
す
る

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
京
都
府
京
丹

後
市
に
お
い
て
も
、
市
広
報
紙
に

よ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の
紹
介
や
地
元

高
校
の
教
員
に
よ
る
わ
か
り
や
す

い
地
質
講
演
会
の
開
催
を
行
っ
て

い
る
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
広

報
紙
な
ど
を
映
し
て
特
別
に
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
基
調
講
演
終
了
後
、
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

会
長
（
中
貝
宗
治
豊
岡
市
長
）
に

よ
り
、
山
陰
海
岸
の
特
徴
な
ど
も

紹
介
さ
れ
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
が

全
国
で
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
強

く
期
待
で
き
る
式
典
と
な
り
ま
し

た
。 

休
業
中

休
業
中
の
技
能
習
得

技
能
習
得
を
支
援
支
援 

休
業
中
の
技
能
習
得
を
支
援 

「
丹
後
・
知
恵
の
も
の
づ
く
り
パ
ー
ク
」
な
ど
で
講
座
開
催 

日本ジオパーク 
　　　記念式典 
日本ジオパーク 
　　　記念式典 

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
証
を
授
与 

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
証
を
授
与 

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
（
京
丹
後
市
） 

イ ベ ン ト 
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・五穀豊穣と無病息災を願い  百度打ち 

・厄よけと家内安全を願い  節分太鼓 

・丹後スキー大会 

 

・消防本部・消防団・地区合同防火訓練 

・多機能型消防車両を配備 

 

・地域で進めよう新型インフルエンザ対策 

 

 

・お口の健康について 

 

 

・まちづくり協議  地域振興策を提言 

 

 

 

 

・休業中の技能習得を支援 

 

・丹後産コシヒカリ 2008年産米ランキングで 

　西日本唯一の2年連続最高評価 

・京丹後市産の猪・鹿肉料理を披露 

・京丹後サワラ キャンペーン即売開始 

 

・院内ボランティア、学校支援ボランティア 
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・龍谷大学経済学部　報告会 

・地域が元気になるまちづくり講演会開催 

 

・鉄道・バスダイヤを改正 

 

・久美浜高等高校 
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信 

魅
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5 4

「京丹後サワラ」は市内のスーパーマーケットで販売されています 

「特Ａ」ランクを獲得した米21点 
道府県
岩手 
宮城 
宮城 
秋田 
山形 
山形 
山形 
山形 
福島 
福島 
群馬 

地区 
県南 
県北 
県中 
県北 
内陸 
庄内 
内陸 
庄内 
会津 
中通 
北毛 

品種名 
ひとめぼれ 
ひとめぼれ 
ひとめぼれ 
あきたこまち 
コシヒカリ 
はえぬき 
はえぬき 
ひとめぼれ 
コシヒカリ 
ひとめぼれ 
コシヒカリ 

道府県
新潟 
新潟 
新潟 
新潟 
新潟 
山梨 
長野 
京都 
長崎 
熊本 

地区 
上越 
中越 
魚沼 
岩船 
佐渡 
峡北 
東信 
丹後 
県南 
城北 

品種名 
コシヒカリ 
コシヒカリ 
コシヒカリ 
コシヒカリ 
コシヒカリ 
コシヒカリ 
コシヒカリ 
コシヒカリ 
にこまる 
ヒノヒカリ 

※すべての結果はホームページで公表しています。 
http://www.city.kyotango.kyoto.jp/kurashi/osh
irase/norinsuisan/noson_2/00005/20090217_-
index.html

圃場審査部門 
大宮町新宮 
井上喜久治さん 

　日本一おいしい米の
産地として評価してい
ただいた米を多くのみ
なさんに安全に安心し
て美味しく食べていた
だけるようがんばります。 

　丹後の良質な水で
有機栽培に取り組ん
でいます。毎年丹後産
米が「特Ａ」の評価を
いただけるよう今後も
栽培方法の研究を重
ねていきます。 

　今後も関係機関の
指導を受けながらこれ
まで以上に食味の向
上や持続可能な米生
産に取り組んでいきま
す。 

食味審査部門 
久美浜町芦原 
西田嘉一さん 

外観審査部門 
峰山町鱒留 
徳田徳次さん 

丁寧に『ジビエ料理』を盛りつけする山形さん 

　
近
年
、
日
本
海
沿
岸
で
は
サ
ワ
ラ
類
の
漁
獲
量
が
非
常
に
多
く
、
平
成
十
八
年
か
ら

京
都
府
が
三
年
連
続
日
本
一
の
水
揚
げ
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。 

　
サ
ワ
ラ
は
、
京
丹
後
市
で
も
大
量
に
獲
れ
ま
す
が
、
地
元
で
は
食
さ
れ
る
こ
と
が
少

な
い
魚
。「
京
丹
後
サ
ワ
ラ
の
地
産
地
消
を
す
す
め
る
会
」
で
は
、
サ
ワ
ラ
が
„
地
元
で

も
気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
魚
“
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
、
京
丹
後
で
獲
れ
た
サ
ワ
ラ
を

「
京
丹
後
サ
ワ
ラ
」
と
銘
打
ち
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
販

売
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　 

      

「
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
は
、
京
丹
後
市

を
中
心
に
、
宮
津
市
、
与
謝
野
町
、
伊
根
町

の
二
市
二
町
で
約
三
千
五
百
㌶
の
水
田
で
府

内
全
体
の
約
四
分
の
一
に
あ
た
る
約
一
万
八

千
㌧
を
収
穫
し
て
い
ま
す
。 

　
同
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
全
国
の
産
地
・
品
種

に
つ
い
て
、
米
の
粘
り
や
香
り
、
外
観
な
ど

に
加
え
、
食
味
官
能
試
験
の
相
対
評
価
に
よ

り
品
質
を
評
価
。
特
に
良
好
な
も
の
を
「
特

Ａ
」
、
良
好
な
も
の
を
「
Ａ
」
な
ど
、
五
段

階
で
評
価
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
の
ラ

ン
キ
ン
グ
で
「
特
Ａ
」
を
獲
得
し
た
産
地
は
、

丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
新
潟
県
魚
沼
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
、
秋
田
県
北
産
あ
き
た
こ
ま
ち
な
ど

二
十
一
点
と
な
り
ま
し
た
。 

　
丹
後
地
域
は
、
夏
場
の
昼
夜
の
寒
暖
の
差

が
大
き
く
、
良
質
の
水
に
恵
ま
れ
る
な
ど
米

の
栽
培
に
適
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
農
家

の
か
た
が
研
修
や
携
帯
電
話
を
使
っ
て
生
産

管
理
情
報
を
交
換
す
る
な
ど
米
づ
く
り
に
力

を
入
れ
た
結
果
が
今
回
の
評
価
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。 

　
こ
の
結
果
を
弾
み
に
し
て
、
市
と
し
て
も

お
い
し
い
米
の
産
地
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極

的
に
行
い
、
地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
る

と
と
も
に
、
丹
後
地
域
の
誇
り
と
し
て
今
後

も
お
い
し
く
て
安
全
・
安
心
な
丹
後
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
栽
培
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

 

　
譛
日
本
穀
物
検
定
協
会
が
実
施
す
る
二
〇
〇
八
年
産
米
の
「
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
」
が
、

二
月
十
三
日
に
公
表
さ
れ
、
全
国
の
百
二
十
七
の
米
産
地
銘
柄
の
中
か
ら
「
丹
後
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
が
最
高
評
価
の
「
特
Ａ
」
ラ
ン
ク
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

 

「
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
が
「
特
Ａ
」
を
獲
得
し
た
の
は
七
回
目
で
、
二
〇
〇
七
・

二
〇
〇
八
年
と
二
年
連
続
で
獲
得
し
た
の
は
西
日
本
で
唯
一
で
す
。 

を
獲
得
し
た
産
地
と
品
種
は
次
の
と
お
り 

　
京
丹
後
市
６
次
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
は
、
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
水
産
業
（
第
一
次
産
業
）
が
加
工
・

流
通
の
第
二
次
産
業
や
サ
ー
ビ
ス
や
小
売

り
の
第
三
次
産
業
と
の
連
携
・
融
合
を
図

り
、
生
産
者
の
経
営
安
定
や
雇
用
の
創
出

を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

日
本
海
沿
岸
で
漁
獲
量
が
大
幅
に
増
え
て

い
る
サ
ワ
ラ
類
に
着
目
。
安
価
な
幼
魚
で

あ
る
サ
ゴ
シ
や
ヤ
ナ
ギ
を
使
っ
た
加
工
品

開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
サ
ワ
ラ
の
地
元
で
の

食
文
化
創
造
を
め
ざ
そ
う
と
、
昨
年
十
一

月
、
水
産
業
関
係
者
、
小
売
業
関
係
者
、

行
政
関
係
者
で
構
成
す
る
「
京
丹
後
サ
ワ

ラ
の
地
産
地
消
を
す
す
め
る
会
」
を
発
足
。

一
月
か
ら
、
市
内
で
の
「
京
丹
後
サ
ワ
ラ
」

の
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
本
格

化
し
て
い
ま
す
。 

『ジビエ料理』とは 
　日本人には馴染みのない
言葉ですが、狩猟によって確
保された野生鳥獣の肉を使
って調理された料理を意味
します。しかもそれらの料理は、
フランスはもとより世界各国
において高級料理として位
置付けられています。農耕民
族の日本人とは異なり狩猟
民族の西洋人などの食文化
は『ジビエ』を抜きには語れ
ません。 

　
有
害
鳥
獣
の
農
作
物
な
ど
へ
の
被
害
が

深
刻
化
し
、
捕
獲
し
た
個
体
の
有
効
活
用

が
求
め
ら
れ
る
中
、
京
都
市
内
の
一
流
フ

レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
山
形
隆
さ

ん
が
、
二
月
十
五
日
、「
ビ
ス
ト
ロ
山
形
」

（
京
都
市
中
京
区
）
で
京
丹
後
市
産
の
猪
・

鹿
肉
を
使
っ
た
『
ジ
ビ
エ
料
理
』
の
発
表

会
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
都
市
農
村
交
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
・
京
丹
後
市
猪
・
鹿
肉

有
効
活
用
研
究
会
・
京
丹
後
市
共
同
開
催
）

を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
発
表
会
に
は
、
中
山
市
長
を
は
じ
め
同

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
・
同
研
究
会
の
関
係

者
の
み
な
さ
ん
な
ど
計
二
十
三
人
が
参
加
。

二
十
年
以
上
も
の
間
、
京
都
市
内
で
フ
レ

ン
チ
料
理
を
つ
く
り
続
け
て
い
る
山
形
さ

ん
が
自
慢
の
腕
を
披
露
し
ま
し
た
。
昨
年

の
秋
か
ら
研
究
・
試
作
を
し
て
い
る
猪
の

肉
を
使
っ
た
煮
込
み
ロ
ー
ス
ト
赤
ワ
イ
ン

ソ
ー
ス
や
鹿
肉
の
田
舎
風
オ
ム
レ
ツ
な
ど

を
味
わ
い
ま
し
た
。 

　
山
形
さ
ん
は
「
猪
は
か
な
り
肉
質
も
よ

く
お
い
し
い
。
『
ジ
ビ
エ
料
理
』
は
売
り

方
一
つ
だ
と
思
う
。
今
後
も
家
庭
で
で
き

る
『
ジ
ビ
エ
料
理
』
の
研
修
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
京
丹
後
産
の
猪
・

鹿
肉
と
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
料
理
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
」
と
京
丹
後
市
の
大
フ
ア

ン
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

西
日
本
で
唯
一
の
二
年
連
続
最
高
評
価
を
獲
得 

西
日
本
で
唯
一
の
二
年
連
続
最
高
評
価
を
獲
得 

西
日
本
で
唯
一
の
二
年
連
続
最
高
評
価
を
獲
得 

丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ 

特
Ａ
特
Ａ 
特
Ａ 

特
Ａ 

特
Ａ 

2008年産米 
ランキング 
2008年産米 
ランキング 

お
い
し
い
米
産
地
の
証
明

お
い
し
い
米
産
地
の
証
明 

お
い
し
い
米
産
地
の
証
明 

後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
生
産
す
る
農
家

を
対
象
に
米
の
品
評
を
行
う
「
平
成

二
十
年
度
丹
後
良
食
味
米
共
励
会
」

で
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
市
内
の
三
人
の
か

た
に
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
二
年
連
続
「
特
Ａ
」

を
獲
得
し
た
抱
負
を
う
か
が
い
ま
し
た
。 

丹 
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
販
売
開
始 

新
た
な
た
な
食
文
化

食
文
化
の
創
造
創
造
へ 

新
た
な
食
文
化
の
創
造
へ 

京都市内の一流フレンチレストランシェフ 

京丹後市産の 

「ビストロ山形」 
山形 隆 さんが 

猪・鹿肉のフレンチ風 
　　『ジビエ料理』 
　　　 を披露 

猪・鹿肉のフレンチ風 
　　『ジビエ料理』 
　　　 を披露 
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ボランティアの募集内容 
教科指導補助 
「総合的な学習」 
の時間の講師 

クラブ活動指導支援 
学校環境整備支援 
学校図書室整理支援 
安全確保支援 

家庭科・技術科・美術科など 

畑づくり指導や地域学習など 
 
文化・運動系クラブ活動支援など 
剪定や草刈りなど 
図書整理・読み聞かせなど 
登下校の付き添いなど 

網
野
南
小
学
校（
三
年
一
組
）で
「
読
み
聞
か
せ
」 

（
あ
み
の
図
書
館
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

北
村
代
表
） 

登
録
要
件 

十
八
歳
以
上
の
か
た
で
あ
れ
ば
、
特
に

資
格
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

登録申請書は、社会教育課および各地域公民館に
あります。詳しくは、社会教育課（蕁69ー0630）
へお問い合わせください。 

2月の誕生日会でピアノ演奏（右・中西里美さん） 

下
校
ま
で
の
間
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の 

　
　
　
見
守
り
を
実
施
（
大
宮
第
三
小
学
校
） 

廊下や待合所に風景写真を展示 廊下や待合所に風景写真を展示 

教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の 

あ
る
か
た
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い 

　
市
立
弥
栄
病
院
お
よ
び
久
美
浜
病
院
で
は
、

地
域
に
密
着
し
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り

よ
い
環
境
の
中
で
安
心
し
て
医
療
を
受
け
て

い
た
だ
け
る
病
院
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
患
者
さ
ん
や
来
院
さ

れ
た
か
た
の
心
が
和
む
な
ど
、「
温
か
な
医

療
」
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
の
か
た
の
協
力

の
も
と
、「
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
に
弥
栄
病
院
で
は
、
療
養
型
病

床
の
患
者
さ
ん
の
移
動
介
助
や
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
の
作
業
補
助
、
芸
能
の
披
露
な
ど
、
ま
た

久
美
浜
病
院
で
は
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、

ピ
ア
ノ
や
琴
の
楽
器
演
奏
な
ど
、
多
く
の
か

た
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
温
か
な
雰
囲
気
づ
く
り
や
患
者
さ
ん
の
役

に
立
ち
た
い
な
ど
の
お
気
持
ち
の
あ
る
か
た

は
、
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
院

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

　
「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、
地
域

の
み
な
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
小
・

中
学
校
へ
の
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
地
域
と
学
校
間
の
絆
の
醸
成
や

学
校
を
核
と
し
た
地
域
の
教
育
力
向
上
、
さ

ら
に
は
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
か

た
自
身
の
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
支
援
活
動
は
、
「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ン
ク
」
に
登
録
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

か
た
の
中
か
ら
、
支
援
を
必
要
と
す
る
学
校

の
求
め
に
応
じ
て
実
施
。
地
域
公
民
館
に
配

置
し
て
い
る
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、

学
校
と
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
登
録
者
間

の
調
整
を
行
い
ま
す
。 

　
平
成
二
十
年
度
は
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

大
宮
中
学
校
区
お
よ
び
網
野
中
学
校
区
で
実

施
し
て
お
り
、
二
月
二
十
日
現
在
で
九
十
七

人
の
か
た
が
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
に
登

録
。
吹
奏
楽
部
の
練
習
や
、
下
校
ま
で
の
間

の
指
導
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
活
動
が
行
わ

れ
て
お
り
、
学
校
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

　診察待ちの患者さんなどの気持ちが少
しでも和らげばとの思いから、写真愛好
グループ「京丹後写友会」のみなさんを
中心に、待合所や廊下などに、風景写真
約 20点を展示。約 3か月ごとに写真の
入れ替えも行っていただいています。 
　来院されるかたは「きれいな写真で感
激です」などと話されています。 

　「久美浜病院通所リハビリテーション事業所」では、施設を利
用されているかたの誕生日会を毎月開催。誕生日会でのピアノ
演奏ボランティアとして毎月1～2回、中西里美さん（久美浜町浦
明）にご活動いただいています。 
　中西さんは、ハッピーバースデーのほか季節の曲を3曲披露。
誕生日会の雰囲気を盛り上げておられます。 
　「温かい雰囲気の中で演奏させていただけるので、毎月の演
奏を楽しみにしています」と中西さん。また利用者のみなさんは「心
に響く演奏でとてもすばらしい」と感激。演奏に聴き入り涙ぐむか
たもおられました。 

　
地
域
の
み
な
さ
ん
の
培
っ
て
こ
ら
れ
た
知
識
や
技
能
を
活
用
し
、
小
・
中
学
校
で
の
学
習

支
援
や
部
活
動
支
援
、
安
全
確
保
の
支
援
活
動
な
ど
を
行
う
「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

～弥栄病院～ 
 風景写真を展示 

～久美浜病院通所リハビリテーション事業所で～ 
 演奏ボランティア 

　網野南小学校では、1月～2月の毎週金曜日、7回にわた
り「あみの図書館読み聞かせボランティア」のみなさんによ
る読み聞かせを実施。朝の10分程度の時間に、毎回5クラ
スずつで読み聞かせが行われました。読み聞かせがはじま
ると児童たちは話に夢中。終了時には「もっと話してほしい」
との声があがるほど、熱心に聴き入っています。 
　「あみの図書館読み聞かせボランティア」からは11人の
かたが「学校支援ボランティア」に登録。北村桃江代表は
「子どもたちが一生懸命に聞いてくれるので、話しがいがあ
る」と笑顔で話されました。 

読み聞かせボランティア 読み聞かせボランティア 

　大宮第三小学校では、授業終了から下校までの間、子
どもたちが安心して楽しく過ごすことのできる環境づくりを
めざし、学校支援を依頼。児童が自由に参加できる、放課
後の読み聞かせやパズル遊びなどが、週に3回、ボランティ
アのみなさんの支援により実施されています。 
　読み聞かせボランティア「ハロウィン」の会員で同校区
在住のかたを中心とした７人のボランティアのみなさんは、
週に2回、本の読み聞かせや折り紙などで子どもたちと交流。
3月末までに11回、下校までの約1時間を一緒に過ごし、子
育て環境の充実に向けた支援をされています。 

下校までの安全を見守り 下校までの安全を見守り 

院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
問
い
合
わ
せ
先 

弥
栄
病
院
管
理
課 

　
　
　（
蕁
六
五
ー
二
〇
〇
三（
代
表
）） 

久
美
浜
病
院
管
理
課 

　
　
　（
蕁
八
二
ー
一
五
〇
〇（
代
表
）） 

温
か
な
医
療
を
め
ざ
し

温
か
な
医
療
を
め
ざ
し 

温
か
な
医
療
を
め
ざ
し 

　助けあい、与えあい、支えあいのまちづくりをめざす京丹後市では、これまでから取り組みの一環として、市
民のみなさんに病院内で医師や看護師などと協力して行っていただく「院内ボランティア」や、学校を中心に学
習支援などを行っていただく「学校支援ボランティア」などに取り組んでいます。 

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に 

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に 

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

み
ん
な
で
支
え
る
学
校 

　
み
ん
な
で
育
て
る
子
ど
も 

助けあい  与えあい  支えあい 
のまちづくり 

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト 

ス
タ
ー
ト 

広がるボランティアの輪広がるボランティアの輪
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答申の内容を市長に説明される 
　　　　高野繁一会長（左）幾田章宏（右） 

未利用の市有財産を売却し、財源を確保します 

　
「
久
美
浜
東
部
簡
易
水
道
事
業
の
創
設
認

可
お
よ
び
統
合
簡
易
水
道
事
業
」
に
つ
い
て
、

二
月
十
三
日
、
「
京
丹
後
市
上
下
水
道
事
業

審
議
会
」
（
高
野
繁
一
会
長
・
十
一
人
）
か

ら
市
へ
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
市
で
は
平
成
二
十
一
年
一
月
十
五
日
、

同
審
議
会
へ
、
久
美
浜
町
の
佐
濃
田
村
簡

易
水
道
の
水
源
（
浅
井
戸
）
の
新
設
や
一

部
配
水
池
の
更
新
。
佐
野
甲
簡
易
水
道
の

浄
水
場
な
ど
の
基
幹
施
設
の
更
新
。
ま
た
、

今
回
の
整
備
に
よ
っ
て
、
現
在
の
課
題
を

解
消
す
る
と
と
も
に
、
持
続
的
な
安
定
給

水
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
諮
問
し
、
同
審

議
会
か
ら
市
長
へ
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
今
後
、
い
た
だ
き
ま
し
た
答

申
に
沿
っ
て
、
施
策
の
検
討
・
実
施
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

■
答
申
の
内
容
は
次
の
と
お
り 

　
平
成
十
六
年
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
京

丹
後
市
が
誕
生
し
、
現
在
三
十
四
の
簡
易

水
道
事
業
と
八
小
規
模
水
道
と
多
く
の
施

設
を
管
理
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
当
面
の

課
題
で
あ
る
女
布
浄
水
場
の
水
源
不
足
の

早
急
な
解
消
と
老
朽
施
設
の
改
良
等
小
規

模
施
設
の
統
合
整
備
は
必
要
で
あ
り
、
久

美
浜
東
部
簡
易
水
道
の
整
備
事
業
は
妥
当

な
計
画
で
あ
る
と
評
価
す
る
。 

　
諮
問
に
係
る
付
帯
意
見 

　
現
在
の
時
代
的
な
背
景
と
し
て
、
人
口

の
減
少
や
世
界
同
時
不
況
等
様
々
な
要
因

か
ら
税
収
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
中
で
、

特
別
会
計
で
水
道
事
業
を
実
施
し
て
い
る

独
立
採
算
の
主
旨
を
重
く
受
け
止
め
、
原

則
受
益
者
負
担
に
よ
り
事
業
を
運
営
し
て

い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
要
請
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
後
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
金
を
最
小
限
に
止
め
る

よ
う
適
切
な
料
金
水
準
及
び
受
益
者
負
担

に
よ
る
長
期
に
わ
た
る
安
定
経
営
の
見
通

し
を
早
急
に
検
討
さ
れ
た
い
。 

　
市
で
は
、
毎
年
、
業
務
改
革
改
善
運
動
（
タ
ン
ゴ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
に
取
り
組
む
中
、
今

年
度
に
つ
い
て
は
、
各
職
場
に
お
い
て
仕
事
の
や
り
方
や
環
境
を
改
め
て
点
検
す
る
中

で
、
『
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
』
と
い
う
視
点
か
ら
改
善
点
を
見
つ
け
出
し
、
一
課
で

一
つ
以
上
の
改
善
を
計
画
・
実
行
す
る
「
一
課
一
改
善
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
運
動
は
、
一
月
十
三
日
か
ら
三
十
日

ま
で
の
期
間
、
各
職
場
か
ら
の
エ
ン
ト
リ
ー

（
改
善
実
行
計
画
）
を
募
集
し
、
そ
の
結
果
、

八
十
二
の
職
場
が
参
加
し
て
い
ま
す
。 

　
各
職
場
の
改
善
実
行
は
二
月
二
日
か
ら
三

月
十
三
日
ま
で
。
そ
の
後
は
、
各
職
場
に
お

い
て
改
善
の
成
果
な
ど
を
検
証
す
る
と
と
も

に
、
事
務
事
業
な
ど
の
見
直
し
委
員
会
（
委

員
長
・
副
市
長
）
に
お
い
て
優
秀
改
善
事
例

を
選
定
。
検
証
結
果
お
よ
び
優
秀
改
善
事
例

に
つ
い
て
は
更
な
る
改
善
に
繋
が
る
よ
う
職

員
間
で
共
有
し
ま
す
。 

　
こ
の
運
動
に
よ
り
、
市
職
員
の
業
務
改
善

意
識
の
高
揚
を
一
層
促
進
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
り
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

　市役所や市民局などに来ていただいた市民のみなさ
んに、より迅速で的確な対応を行うため、業務マニュア
ルの整備・充実を図り、職員だれでも対応が可能な体
制づくりを一層進めています。 
【医療保険課、環境推進課、障害者福祉課、丹後市民
局市民福祉課、久美浜市民局地域事業課、間人保育所】 

業務マニュアルの充実 

 

　子どもたちが健やかにいきいきと成長してもらうために、人と
人とをつなぐ“あいさつ”を大切にして、子どもたちの元気な心
を育てていく「あいさつ運動」の実施。また、子どもたちの明る
い未来のために、水道の蛇口をしっかり閉めることや無駄な電
灯は点けないといった環境推進への取り組みなどを実施して
います。　【各保育所・幼稚園】 
 

あいさつ運動の実施など 

 

　市民のみなさんからのお問い合わせやご要望など
に対し、スムーズな対応を行うため、行事や職員のス
ケジュールをパソコン内に入力し、職員だれもが共
有できる仕組みを徹底しています。 
【議会総務課、子育て支援課、学校教育課】 

職員スケジュールの共有化を徹底 

（http://www.city.kyotango.kyoto.jp/shisei/shisei/gyokaku/gyokaku/tan5lympic/2008/index.html） 
◎各職場の改善実行計画書については、市ホームページをご覧ください。 

　
平
成
十
八
年
に
設
置
し
た
「
京
丹
後
市
市

有
財
産
活
用
推
進
本
部
」
で
は
、
市
有
財
産

の
利
活
用
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
観
点
か
ら

再
検
討
。
行
政
的
役
割
が
な
く
な
っ
た
財
産

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
な
ど
を
考
慮

の
う
え
、
貸
し
付
け
ま
た
は
売
却
処
分
す
る

こ
と
で
利
活
用
を
図
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生

じ
た
利
益
に
よ
る
財
源
確
保
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
新
た
な
施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
基

本
的
な
考
え
と
し
て
、
資
産
の
有
効
活
用
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
二
十
年
度
は
十
三
件
の
市
有
財
産
の

一
般
競
争
入
札
を
三
月
十
六
日
に
実
施
予
定

と
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
二
十
一
年
度
以
降
の
売
り
払
い
は
、

土
地
・
建
物
あ
わ
せ
て
約
三
十
件
、
面
積
で

約
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
て
お
り
、

売
り
払
い
の
準
備
が
整
い
次
第
、
順
次
「
広

報
き
ょ
う
た
ん
ご
　
お
し
ら
せ
版
」
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

　
財
政
状
況
が
非
常
に
き
び
し
い
中
、
市
で

は
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
の
財
源

確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
将
来
的
な
利
用
計
画
が
な
く
な
っ
た
未
利
用
の
市

有
財
産
（
土
地
・
建
物
）
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
っ
て
売
却
し
、

市
有
財
産
の
活
用
に
よ
る
新
た
な
財
源
確
保
を
め
ざ
し
ま
す
。 

市
有
財
産
一
般
競
争
入
札
に
関
す
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
先 

財
産
管
理
課
（
蕁
六
九
ー
〇
一
七
〇
） 

京丹後市 
上下水道審議会 
京丹後市 
上下水道審議会 

久
美
浜
東
部
簡
易
水
道
事
業
の
創
設
認
可 

  

お
よ
び
統
合
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
答
申 

 
市
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
り
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を 

市
役
所
な
ど
八
十
二
職
場
で 

　『
一
課
一
改
善
運
動
』を
実
施
し
て
い
ま
す 

業務改革改善運動 
タ　ン　ゴ 

（ＴＡＮ5リンピック2008） 

主な取り組み事例 

市有財産の 
有効利用による 
積極的な財源確保 

市有財産の 
有効利用による 
積極的な財源確保 

市有財産の 
有効利用による 
積極的な財源確保 
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ま 

ち 

づ 

く 

り 

公  

共  

交  

通 

横 石 知 二  代表取締役副社長 

約400人のかたが、聴き入りました 約400人のかたが、聴き入りました 

　
京
丹
後
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
、
龍
谷

大
学
の
学
生
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
京
丹
後

地
域
産
業
活
性
化
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

会
」
が
、
一
月
三
十
一
日
、
京
丹
後
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
学
生
の
視
点
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

　
龍
谷
大
学
経
済
学
部
（
辻
田
素
子
准
教
授

ゼ
ミ
）
で
は
、
市
と
の
協
働
に
よ
り
本
市
の

産
業
活
性
化
に
向
け
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
（
産
業
調
査
活
動
）
を
実
施
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
同
報
告
会
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果

お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
提
案
を
広
く
市
民
の

み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催

さ
れ
た
も
の
で
、
織
物
業
・
公
共
交
通
・
農

業
（
特
産
品
）
・
観
光
の
四
つ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
報
告
。
「
プ
ロ
の
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー

を
対
象
に
商
品
化
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
、

丹
後
ち
り
め
ん
を
使
っ
た
製
品
の
提
案
募
集
」、

「
鉄
道
・
バ
ス
を
レ
ト
ロ
化
す
る
こ
と
に
よ

る
交
通
手
段
自
体
の
観
光
化
」、「
安
心
・
安

全
な
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」、「
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
の
誘
致
」
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
も
提
案
さ

れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
市
内
事
業
者
の
か
た
を
交
え
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
学
生
の
提

案
を
受
け
て
の
意
見
交
換
を
実
施
。「
鉄
道
・

バ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
ほ
か
の
産
業
や
地
域

資
源
と
の
一
体
的
な
取
り
組
み
の
重
要
性
」

や
「
出
身
者
を
京
丹
後
に
い
か
に
呼
び
戻
せ

る
か
、
そ
の
仕
組
み
づ
く
り
の
必
要
性
」
な

ど
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
報
告
会
に
先
立
ち
一
月
三
十
日
に
は
、

御
旅
商
店
街
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員

会
と
の
意
見
交
換
会
も
実
施
。
「
御
旅
市
場

復
活
祭
」
で
の
学
生
に
よ
る
来
場
者
ア
ン
ケ

ー
ト
の
集
計
結
果
や
、
学
生
に
よ
る
企
画
事

業
の
結
果
を
も
と
に
、
空
き
店
舗
の
活
用
や

市
場
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
の

提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

主な改正点 
■ 鉄  道 

■ 上限200円バス 

　
平
成
二
十
一
年
三
月
十
四
日
か
ら
Ｊ
Ｒ
の
春
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴

い
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
お
よ
び
上
限
二
百
円
バ
ス

（
丹
海
バ
ス
・
市
営
バ
ス
）
の
ダ
イ
ヤ
を
改
正
し
ま
す
。 

◆弥栄病院線 網野高等学校からの下校対応便を新設。弥栄方面・
網野駅方面の下校利用が初めて可能になりました。 

◆与謝の海病院線 峰山高等学校の登校時間帯に配慮。大宮町方面
からの運行時間帯を10分繰り上げます。 

◆海  岸  線 峰山高等学校への登校時間帯に１便増便（前回廃止便の復活） 

福知山駅で、大阪13：09発の「北近畿９号」と京都13：24発の
「きのさき３号」からの乗り継ぎが可能（福知山発14：49発） 

（増便）　網野7：32発（宮津8：18着）西舞鶴行（9：08着） 
（統合）　網野7：34発と8：10発の豊岡行を統合。 
　　　　→「網野7：48発～豊岡8：21着」を新設 

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
展
の
シ
ン
ボ
ル 

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
展
の
シ
ン
ボ
ル 

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
展
の
シ
ン
ボ
ル 

丹
後
庁
舎
前
・
大
宮
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
に
バ
ス
待
合
所
完
成 

　
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
、「
丹
後
庁
舎
前
」
お
よ
び

「
大
宮
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
」
に
屋
根
つ
き
バ
ス
待
合
所
が
誕
生
し
ま
し
た
。
路
線
バ

ス（
上
限
二
百
円
バ
ス
）や
快
速
バ
ス（
間
人
〜
京
都
駅
間
）を
利
用
さ
れ
る
か
た

に
と
っ
て
、よ
り
快
適
で
利
便
性
の
高
い
バ
ス
待
合
所
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。 

風雨に強く 
安心してバスを待っていただける箱型待合所 

　夜間照明や点字ブロック、大判の路線図マップ、
木製ベンチ、強化ガラスを設置。同待合所は、京丹後
建設業協会（上田俊六会長）の「何か地域に貢献で
きないか」との思いから、昨年に引き続き丹海バスへ
の財政支援をされて実現（昨年は網野駅前待合所）。
デザインは、高見慧さん（峰山町・日本デザイン協会
理事）の提案によります。 

　峰山高等学校・宮津高等学校・工業高校の生徒のみ
なさんが設計から製作までを連携して実施。ソーラーパネ
ルや電波時計の設置、ステンドグラスの装飾などが施され
ています。 
　峰山高等学校機械システム科3年の楠田将太さん（右
から2人目）は「僕たちがつくったものが地域の役に立つこ
とができてうれしい」と話してくれました。 

バス停 
丹後庁舎前 

バス停 
大宮ロードパーク 

高校生のものづくりの力が結集した 
ハイテク待合所 

〈高校生などからのアンケート結果などをダイヤ改正に反映〉 

◆観光型列車「快速大江山タンゴ悠遊号」（福知山発～網野行）を新設 

◆網野～宮津間を増便（朝の上り列車を増便、朝の下り列車を統合） 

◆丹後神野に特急列車の季節停車を継続 

詳しくは 3 月 10 日発行の
「第6版京丹後市バス・鉄道・
航空時刻表」でご確認ください 

（主に丹海バス） 

……………………………………………………………………………………………………… 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~

~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

「
地
域
が
元
気
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
」
講
演
会 

地域資源を活用した 
まちづくりをめざし 
地域資源を活用した 
まちづくりをめざし 
地域資源を活用した 
まちづくりをめざし 

〜
開
催
〜 

　
同
講
演
会
は
、
丹
後
半
島
の
独
自
の
歴

史
・
文
化
、
自
然
景
観
な
ど
の
地
域
資
源

を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、

宮
津
市
・
京
丹
後
市
・
伊
根
町
・
与
謝
野

町
で
構
成
し
て
い
る
京
都
府
丹
後
半
島
振

興
期
成
会
お
よ
び
、
丹
後
地
区
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
の
共
催
。
上
勝
町
で
は
横

石
さ
ん
を
中
心
に
、
も
み
じ
や
な
ん
て
ん
、

か
き
な
ど
の
葉
を
地
域
資
源
と
し
て
と
ら

え
、
地
域
の
か
た
と
と
も
に
商
品
化
の
取

り
組
み
を
開
始
し
、
昭
和
六
十
一
年
に
つ

ま
も
の
商
品
を
開
発
・
販
売
。
現
在
で
は
、

年
間
売
上
高
二
億
六
千
万
円
も
の
産
業
へ

の
発
展
に
成
功
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

経
験
か
ら
「
地
域
が
元
気
に
な
る
」
秘
訣

を
わ
か
り
す
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。 

　
横
石
さ
ん
は
、
「
地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ

い
い
と
こ
ろ
が
必
ず
あ
る
。
足
元
に
あ
る

資
源
に
気
づ
く
た
め
に
は
、
地
域
の
こ
と

を
自
分
の
こ
と
と
し
て
意
識
す
る
こ
と
が

必
要
」
と
強
調
。
ま
た
「
ど
ん
な
こ
と
も

あ
き
ら
め
ず
に
、
絶
対
に
で
き
る
と
信
じ

る
こ
と
が
大
切
」
な
ど
と
話
さ
れ
、
参
加

さ
れ
た
約
四
百
人
が
熱
心
に
聴
き
入
り
ま

し
た
。 

　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
徳
島
県

上
勝
町
で
地
域
資
源
の
商
品
化
に

よ
る
ま
ち
の
活
性
化
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
た
「
㈱
い
ろ
ど
り
」
の
横

石
知
二
代
表
取
締
役
副
社
長
を
招
き
、

二
月
三
日
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大

宮
（
大
宮
町
口
大
野
）
で
「
地
域

が
元
気
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
」
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

多
く
の
か
た
に

多
く
の
か
た
に 

ご
利
用
い
た
だ
け
る
ダ
イ
ヤ
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
ダ
イ
ヤ
に 

多
く
の
か
た
に 

ご
利
用
い
た
だ
け
る
ダ
イ
ヤ
に 

報告会 
開 催 

学
生
の
視
点
で
調
査 

学
生
の
視
点
で
調
査 

学
生
の
視
点
で
調
査 
龍
谷
大
学
経
済
学
部 
京
丹
後
の
産
業
活
性
化
に
向
け
て 

3月14日 
鉄道・バス 
ダイヤを改正 
鉄道・バス 
ダイヤを改正 
鉄道・バス 
ダイヤを改正 
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〜
高
校
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
手
に
よ
る
ペ
ー
ジ
〜 

〜
高
校
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
手
に
よ
る
ペ
ー
ジ
〜 

韓
国
・
瑞
寧
高
校
で
の
室
内
練
習 

給
水
所
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
み
な
さ
ん 

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た 

沖縄の伝統楽器 
　「三線」に挑戦 

伊江島で民泊 

　2年生は、昨年11月11日～14日に沖縄へ修学旅行に行きました。「ひめゆり
平和祈念資料館」、「沖縄平和祈念公園」などを訪れ、千羽鶴を奉納。かつて地
上戦が行われた激しい戦争の地で、平和について深く考えることができました。 

　昨年10月31日、校内持久走大会が行
われました。男子は約17km、女子は約
14kmのコースで、元気よく学校をスタ
ートしました。雨が降りそうな曇り空で
したが、暑くもなく走りやすいコンディ
ションとなりました。 

男 

久 

2

美浜高校には、毎朝10分間の読書をする「朝
読書週間」が年3回あります。この取り組

みは、今年度で6年目になります。本を読むこと
はとても大切だと思います。新しい世界にふれ、
視野が広がります。普段本をあまり読まない人に
とって本にふれる貴重な時間なので、これを機に
読書の習慣を身につけたいです。 
 久美高生の読書活動は活発です。京都府の高校
の中でも、読書冊数の多さはトップレベルです。
図書館の蔵書も充実していて、新着図書も多いの
で、図書館を訪れる人が絶えません。 

月3日、雨降りというコンディションの中でスキー･
スノーボード実習が行われました。 

　初心者も多く、不安な気持ちで臨んだ人もいました。
しかし、インストラクターの先生方に丁寧に教えても
らい、コツをつかむと、最初は悪戦苦闘していた人も
みんな楽しそうに滑っていました。お昼ごろになると、
だんだん上達してきました。帰るころには、みんなが｢も
っと滑りたい!｣と口々に言うほど楽しむことができま
した。 
　帰りのバスでは疲れて寝てしまいました。それは「み
んなががんばった」というしるしだと思います。翌日は
みんな筋肉痛で…！充実した１日でした。 

昨 

番
の
思
い
出
は
、
伊
江

島
で
民
泊
を
し
た
こ
と

で
す
。
各
家
に
つ
き
約
五
人
ず

つ
宿
泊
し
ま
し
た
。
伊
江
島
で

は
島
の
み
な
さ
ん
か
ら
温
か
い

歓
迎
を
受
け
、
家
業
体
験
や
島

内
観
光
を
し
た
り
、
沖
縄
の
伝

統
的
な
民
謡
や
三
線(

さ
ん
し
ん)

を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
な
ど
、

と
て
も
充
実
し
た
滞
在
で
し
た
。

沖
縄
の
気
温
が
暖
か
い
よ
う
に
、

沖
縄
の
人
々
の
温
か
さ
に
ふ
れ

ま
し
た
。 

　
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
持
っ

て
行
動
し
、
満
喫
し
た
四
日
間

と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
楽
し
く
、

高
校
生
活
の
貴
重
な
思
い
出
の

一
つ
に
な
り
ま
し
た
。 

一 

久美浜高校図書館の「本の貸し出し状況」 

貸出冊数（4月～2/9現在） 1,548冊 
6.17冊 1人当たり 

年
十
二
月
二
十
七
日
〜
三

十
日
、
大
韓
民
国
瑞
寧(

ソ

ウ
リ
ョ
ン)

高
校
を
訪
問
し
、
カ

ヌ
ー
部
と
交
流
し
ま
し
た
。
私

を
含
め
四
人
の
部
員
と
、
校
長

先
生
、
顧
問
の
先
生
二
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、
瑞
寧
高
校
カ
ヌ
ー
部

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
は
日
本
の
国
体
優

勝
者
と
同
レ
ベ
ル
の
力
の
持
ち

主
で
、｢

自
分
も
が
ん
ば
ら
な
い
と｣

と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
は

非
常
に
寒
く
、
カ
ヌ
ー
を
練
習

す
る
貯
水
湖
の
水
が
凍
っ
て
し

ま
い
、
室
内
練
習
の
み
と
な
り

ま
し
た
が
よ
い
練
習
が
で
き
ま

し
た
。 

　
三
泊
中
二
泊
は
、
瑞
寧
高
校

カ
ヌ
ー
部
員
と
一
緒
に
寝
泊
り

を
し
ま
し
た
。
韓
国
語
な
ど
話

せ
ま
せ
ん
し
、
通
訳
の
か
た
が

い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

簡
単
な
英
語
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
し
た
。

会
話
が
成
立
し
な
い
こ
と
も
あ

っ
た
け
れ
ど
、
し
っ
か
り
向
き

合
い
、
伝
え
よ
う
と
す
る
意
思

が
あ
れ
ば
、
心
は
通
じ
合
う
も

の
な
ん
だ
な
ぁ
と
実
感
し
ま
し
た
。 

　
我
が
久
美
浜
高
校
カ
ヌ
ー
部
は
、

昨
年
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
国
体
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
入
賞
し
た
部
員
も
そ

う
で
な
か
っ
た
部
員
も
、
今
後

に
つ
な
が
る
と
て
も
よ
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
八
月
に

は
「
二
〇
〇
九
近
畿
　
ま
ほ
ろ

ば
総
体
」
の
カ
ヌ
ー
競
技
が
、

久
美
浜
湾
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
が
い
つ
も
練
習
し
て
い

る
久
美
浜
湾
で
よ
い
成
績
を
収

め
ら
れ
る
よ
う
、
一
丸
と
な
っ

て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

女
別
に
一
斉
ス
タ
ー
ト
し
、

い
き
な
り
全
力
疾
走
で

走
る
人
、
マ
イ
ペ
ー
ス
を
保
つ

人
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
最
初
は

気
温
が
低
く
て
と
て
も
寒
か
っ

た
け
ど
、
走
る
う
ち
に
体
が
温

か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域

の
方
々
が
沿
道
で
応
援
し
て
く

だ
さ
り
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま

し
た
。
な
ん
と
か
給
水
所
に
着

い
た
と
き
、
先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
さ
ん
が
飲
料
水
を
く
れ
ま
し

た
。
や
っ
と
ゴ
ー
ル
し
た
と
き
、

自
分
の
足
が
重
く
感
じ
ら
れ
、

ガ
ク
ガ
ク
し
て
あ
ま
り
歩
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
一
七

㌔
は
長
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

　
な
お
、
三
年
生
の
月
岡
和
馬

く
ん
が
三
年
連
続
一
位
に
輝
く

と
い
う
偉
業
を
達
成
し
ま
し
た
。 

後 

川 

拳 

吾 

く
ん 

生
徒
会
長
・
カ
ヌ
ー
部
副
主
将 

 

韓
国
で
国
際
交
流 

韓
国
で
国
際
交
流 

校内持久走大会 校内持久走大会 久美浜高校 久美浜高校 久美浜高校 

(1年・神鍋)

修学旅行で貴重な体験 修学旅行で貴重な体験 

カ
ヌ
ー
部 

　昨年 10 月号から、私たち
にとってかけがえのない市内
の高等学校（分校など）の生
徒のみなさんによるコーナー
を「高校グラフィティ」とし
て掲載しています。 

　内容は、高等学校の活動な
どについて、生徒のみなさん
により作成されています。今
回は、久美浜高等学校のみな
さんの活動についてご紹介し
ます。（生徒会執行部のみな
さんに作成いただきました） 
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小
雨
の
降
る
中
、「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
威
勢
よ
く
力
走

す
る
若
者
た
ち 

網
野
幼
稚
園
で
勇
壮
な
太
鼓
の
音
を
響
か
せ
る 

「
浅
仙
会
」（
あ
さ
せ
ん
か
い
）の
み
な
さ
ん 

〜
百
度
打
ち
〜 
五
穀
豊
穣
と

無
病
息
災
を

願
い 

厄よけと家内安全を願い 厄よけと家内安全を願い 厄よけと家内安全を願い 
～浅茂川節分太鼓～ 

間人漁港で小石6個を 
拾った様子 

大きなかけ声で太鼓の演奏を盛り
上げる園児のみなさん 

節 

小 
雨
の
降
る
寒
さ
と
な
っ
た
二
月
一
日
、

丹
後
町
岡
成
地
区
で
相
撲
の
化
粧

ま
わ
し
を
着
け
、
わ
ら
じ
姿
の
若
者
が
、

威
勢
の
よ
い
掛
け
声
と
と
も
に
、
間
人
地

内
を
駆
け
巡
る
伝
統
行
事
「
百
度
打
ち
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
「
百
度
打
ち
」
は
、
毎
年
、
節
分
近
く
の

日
曜
日
に
行
わ
れ
、
五
穀
豊
穣
な
ど
を
願

い
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
行
事
。
同
地

域
は
、
相
撲
の
巡
業
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

相
撲
の
盛
ん
な
土
地
柄
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
「
ま
わ
し
」
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
、
早
朝
六
時
半
に
若
者
八
人
が
、

岡
成
区
多
目
的
集
会
所
に
集
合
し
、「
立
岩
」

「
城
嶋
城
」
な
ど
間
人
の
名
所
が
入
っ
た
「
ま

わ
し
」
姿
で
出
発
。
軍
配
を
も
っ
た
若
者

を
先
頭
に
真
っ
白
な
息
を
吐
き
な
が
ら
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ

シ
ョ
イ
」
と
勇
ま
し
い
掛
け
声
を
響
か
せ
約
二
㌔
を
力
走
。
間

人
漁
港
で
小
石
六
個
を
拾
い
、「
三
柱
（
み
は
し
ら
）」、「
稲
荷
」、

「
早
尾
（
は
や
お
）
」
の
三
神
社
に
奉
納
し
、
一
年
の
無
病
息
災

を
祈
願
し
ま
し
た
。
急
な
神
社

の
階
段
な
ど
を
力
走
し
た
み
な

さ
ん
は
、
疲
労
と
寒
さ
で
顔
を

赤
く
染
め
な
が
ら
も
、
年
の
は

じ
め
の
伝
統
行
事
を
無
事
終
え

た
こ
と
に
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い

ま
し
た
。 

分
の
伝
統
行
事
と
し

て
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
「
浅
茂
川
節
分
太
鼓
」
が
、

網
野
町
浅
茂
川
地
区
で
厄
年

に
あ
た
る
数
え
年
三
十
六
歳

の
男
性
が
中
心
と
な
り
、
二

月
二
日
・
三
日
の
二
日
間
、

勇
壮
な
太
鼓
の
音
を
響
か
せ

て
町
内
を
巡
り
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
昭
和
四
十
九
年
・
五
十
年
生
ま
れ
の
か
た
が
「
浅
仙
会

（
あ
さ
せ
ん
か
い
）」（
田
茂
井
裕
幸
会
長
・
八
人
）
を
結
成
。
昨
年

十
一
月
か
ら
地
元
「
浦
嶋
太
鼓
保
存
会
」
の
指
導
の
も
と
、
厳
し
い

練
習
を
積
ま
れ
て
き
ま
し
た
。「
浅
仙
会
」
の
み
な
さ
ん
と
地
元
の

有
志
の
み
な
さ
ん
を
含
む
計
十
二
人
は
、

地
区
内
の
家
や
事
業
所
な
ど
を
巡
回
。
息

の
あ
っ
た
豪
快
な
太
鼓
の
音
で
、
厄
よ
け

と
家
内
安
全
、
商
売
繁
盛
を
祈
り
ま
し
た
。 

　
二
月
二
日
に
は
、
網
野
幼
稚
園
（
梅
田

津
也
子
園
長
・
四
十
四
人
）
を
訪
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
未
来
を
願
い
浦
嶋

太
鼓
を
披
露
。
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
力
強
い
ば
ち
さ
ば
き
と
、
威
勢
の
よ
い
「
ド

ッ
コ
イ
、
ド
ッ
コ
イ
。
ヨ
ー
ウ
ツ
、
ヨ
ー

ウ
ツ
」
の
か
け
声
を
子
ど
も
た
ち
も
一
緒

に
な
っ
て
大
き
な
か
け
声
で
太
鼓
の
演
奏

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
太
鼓
の
演
奏
が
終
わ
っ
た
後
、

地
元
の
有
志
の
み
な
さ
ん
六
人
が
鬼
の
面

を
か
ぶ
っ
て
登
場
。
園
児
の
み
な
さ
ん
は

こ
わ
が
り
な
が
ら
も
、
「
鬼
は
外
！
」
と
元

気
に
叫
び
な
が
ら
豆
を
投
げ
つ
け
て
鬼
を

追
い
払
い
ま
し
た
。 

 

第
二
十
三
回
丹
後
ス
キ
ー
大
会
を
開
催

第
二
十
三
回
丹
後
ス
キ
ー
大
会
を
開
催 

　
第
二
十
三
回
目
を
迎
え
た
「
丹
後
ス
キ
ー
大

会
」
（
主
催
・
丹
後
ス
キ
ー
大
会
実
行
委
員
会

会
長
・
由
良
敏
雄
京
丹
後
市
ス
キ
ー
協
会
会
長
）

が
、
二
月
八
日
に
ス
イ
ス
村
ス
キ
ー
場
（
弥
栄

町
野
中
）
で
開
催
さ
れ
、
府
内
各
地
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
が
白
銀
の
世
界
に
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
き
ま

し
た
。 

 

　
同
大
会
は
、
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
青
少

年
の
育
成
を
目
的
に
、
毎
年
二
月
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
年
齢
や
性
別
で
九
ク
ラ
ス
に
組
み

分
け
さ
れ
、
大
回
転
競
技
に
よ
り
、
全
長
約
四

百
㍍
の
コ
ー
ス
を
二
回
出
走
し
、
滑
走
タ
イ
ム

の
合
計
を
競
い
ま
す
。 

　
今
年
は
昨
年
よ
り
約
二
倍
の
参
加
人
数
と
な

り
、
京
丹
後
市
を
は
じ
め
、
福
知
山
市
や
宮
津

市
な
ど
の
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
の
六
十
五

人
が
出
場
。
暖
冬
の
影
響
で
例
年
よ
り
積
雪
量

が
少
な
め
で
し
た
が
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の

懸
命
な
コ
ー
ス
づ
く
り
に
よ
り
立
派
な
コ
ー
ス

が
整
備
さ
れ
、
選
手
の
み
な
さ
ん
が
、
豪
快
な

滑
り
で
旗
門
す
れ
す
れ
を
通
り
抜
け
る
と
、
観

客
の
み
な
さ
ん
か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。 

華麗なテクニックで旗門を滑走 

プルークでスピードをコントロールしながら滑走 

白
銀
の
世
界
に
シ
ュ
プ
ー
ル

白
銀
の
世
界
に
シ
ュ
プ
ー
ル 

白
銀
の
世
界
に
シ
ュ
プ
ー
ル 

クラス別大会結果 
（敬称略） 

【 男 子 】 
小学生低学年 
 

　〃　高学年 

中学生 

30歳以上 

40歳以上 

順位 
1 
2 
3 
1 
2 
3 
1 
2 
3 
1 
2 
3 
1 
2 
3

　  氏　名　・　住　所 
堀江  健太（京丹後市丹後町） 
細野  大志（宮津市） 
岡本  哲平（舞鶴市） 
矢野  広大（与謝野町） 
大内  　翔（与謝野町） 
貝瀬  晴紀（宮津市） 
柿原  文太（京都市） 
金久  将大（京丹後市弥栄町） 
今井  裕登（福知山市） 
堀江  弘文（京丹後市丹後町） 
大内  神二（与謝野町） 
杉本  照明（与謝野町） 
長田  新一（京丹後市丹後町） 
長澤  嘉之（宮津市） 
今井  由紀（福知山市） 

合計タイム 
0,55.81 
1,08.17 
1,11.45 
0,47.78 
0,53.38 
1,02.33 
0,52.25 
0,52.53 
0,53.75 
0,45.62 
0,46.48 
0,46.60 
0,46.77 
0,47.23 
0,51.93

【 女 子 】 
小学生低学年 

　〃　高学年 

中学生 
 

高校生以上 

順位 
1 
2 
3 
1 
2 
3 
1 
2 
3 
1 
2 
3

合計タイム 
0,59.95 
1,12.97 
1,22.38 
0,53.83 
1,03.50 
1,03.61 
0,58.89 
1,10.81 
4,07.24 
0,59.84 
1,06.04 
1,06.55

　  氏　名　・　住　所 
高屋あかり（京丹後市網野町） 
井谷  　梓（与謝野町） 
松尾  はな（京丹後市網野町） 
平  菜那美（与謝野町） 
矢谷季実子（京丹後市網野町） 
谷口  夏穂（京丹後市丹後町） 
冨田  彩乃（与謝野町） 
野見山真帆（京丹後市網野町） 
小石原由貴（京丹後市網野町） 
井谷  礼子（与謝野町） 
貝瀬  昌子（宮津市） 
伊藤記代子（宮津市） 

冬の風
物詩 

冬の風
物詩 

化粧まわし姿で地域を駆け巡る 化粧まわし姿で地域を駆け巡る 

力強い“ばちさばき”で浦嶋太鼓を披露 力強い“ばちさばき”で浦嶋太鼓を披露 

（
丹
後
町
岡
成
） 

（網野町浅茂川） 

第
二
十
三
回 

丹
後
ス
キ
ー
大
会
を
開
催 

第
二
十
三
回 

丹
後
ス
キ
ー
大
会
を
開
催 



平成21年３月 平成21年３月 

安 

心 

・ 

安 

全 

安 

心 

・ 

安 

全 
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与謝の海病院へ搬送の訓練をする消防職員 

山田知事から鍵のレプリカを受け取る羽賀団長 救助活動・救急資機材を装備した「多機能型消防車両」 

ガルウイング式扉を全面開口した 
　　　　　　　「多機能型消防車両」 

安
心
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

安
全
な
ま
ち
づ
く
り 

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り 

消
防
本
部
・
消
防
団
・
地
区
合
同
防
火
訓
練 

　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
（
一
月
二
十
六
日
）

に
ち
な
み
一
月
二
十
五
日
、
丹
後
町
宮
の

竹
野
（
た
か
の
）
神
社
で
、
消
防
本
部
と

消
防
団
、
宮
区
が
合
同
で
、
貴
重
な
文
化

財
を
火
災
か
ら
守
る
「
文
化
財
防
火
訓
練
」

を
実
施
し
、
参
加
さ
れ
た
約
五
十
人
の
か

た
が
有
事
の
際
の
活
動
手
順
を
確
認
し
ま

し
た
。 

　
訓
練
は
、
「
境
内
の
裏
山
か
ら
出
火
し
、

火
は
本
殿
に
向
け
延
焼
し
は
じ
め
た
。
こ

の
火
災
で
本
殿
や
所
有
し
て
い
る
ご
神
体

な
ど
の
美
術
工
芸
品
な
ど
が
焼
損
す
る
お

そ
れ
が
大
き
く
な
っ
た
」
と
の
想
定
で
実
施
。 

　
午
前
九
時
、
竹
野
神
社
の
宮
司
が
一
一

九
番
通
報
を
行
い
、
火
災
サ
イ
レ
ン
に
よ

り
駆
け
つ
け
た
区
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
ご
神
体
や
美
術
工
芸
品
に
見
立

て
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
搬
出
を
行
う
と
と

も
に
境
内
の
消
火
栓
で
放
水
。
そ
の
後
、

駆
け
つ
け
た
消
防
署
員
、
消
防
団
員
の
み

な
さ
ん
が
、
放
水
を
行
い
ま
し
た
。 

　
防
火
訓
練
に
参
加
さ
れ
た
か
た
は
、
凍

て
つ
く
寒
さ
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
迅

速
か
つ
的
確
に
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
を

繰
り
広
げ
、
防
火
・
防
災
へ
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。 

　
　
　 

　 

 

　 　
北
丹
医
師
会
・
京
都
府
・
丹
後
二
市
二

町
（
京
丹
後
市
・
宮
津
市
・
与
謝
野
町
・

伊
根
町
）
な
ど
が
参
加
し
、
海
外
か
ら
帰

国
し
た
会
社
員
・
大
学
生
の
か
た
な
ど
五

人
が
、
Ｈ
５
Ｎ
１
型
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
変
異
し
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

感
染
し
た
こ
と
が
疑
わ
れ
る
と
の
想
定
で

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
訓
練
で
は
、
市
民
の
か
た
か
ら
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
似
た
症
状
が
あ
る
と
の
相

談
を
受
け
た
丹
後
保
健
所
が
、
弥
栄
病
院
で

の
受
診
を
指
示
。
病
院
は
、
一
般
の
患
者

の
か
た
と
切
り
離
す
た
め
、
病
院
裏
の
駐

車
場
に
あ
る
車
庫
に
「
発
熱
外
来
」
を
設
置
。

感
染
防
止
の
た
め
に
防
護
服
を
着
た
医
師

と
看
護
師
が
診
断
と
処
置
を
行
い
ま
し
た
。

感
染
の
恐
れ
が
あ
る
患
者
の
か
た
一
人
を

第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
京
都
府

立
与
謝
の
海
病
院
（
与
謝
野
町
）
に
模
擬
搬

送
し
、
そ
の
ほ
か
の
患
者
の
か
た
も
行
政

検
査
の
結
果
が
出
る
ま
で
弥
栄
病
院
へ
の

入
院
な
ど
の
処
置
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
訓
練
に
参
加
し
た
市
消
防
本
部
職
員
は
「
各

関
係
機
関
が
連
携
し
、
迅
速
か
つ
的
確
な

対
応
訓
練
が
行
え
ま
し
た
。
訓
練
で
見
つ

か
っ
た
課
題
を
整
理
し
て
、
今
後
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
役
立
て
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。 

　昭和24年１月26日の早朝、世界的な至宝で
あり、1,300年の歴史を持つ、日本最古の壁画
が描かれた奈良県の法隆寺金堂が焼失し、社会
的に大きな衝撃を与えました。 
　その後も文化財の火災が相次いだことから、
「先人たちが残した文化財を火災から守ろう」
という世論が高まり、昭和25年に文化財保護
法を策定。また、消防庁と文化庁では、文化財
を火災や震災、そのほかの災害から保護するこ
とを目的に、昭和30年に法隆寺金堂が焼失し
た１月26日を「文化財防火デー」と定めて、全
国的に文化財防火運動を展開しています。 

　高病原性鳥インフルエンザの人への感染が世界的
に広がっている中、新型インフルエンザが京丹後市
内で発生したことを想定した対応訓練（京都府丹後
広域振興局主催）が1月30日、市立弥栄病院（弥
栄町溝谷）などで行われ、医療関係者・消防関係者
のみなさん約70人が参加されました。 

文化財防火デーとは 

消防本部 ・ 消防団 ・ 宮区の合同訓練により、 迅速かつ
的確な消火活動手順を確認 

貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る

貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る 

貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る

貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る 

貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る 

丹後町副団長 
　道 家  徹 司さん 

「
多
機
能
型
消
防
車
両
」
が
配
備
さ
れ
た 

分
団
を
指
揮
す
る
道
家
副
団
長
の
決
意 

　
「
多
機
能
型
消
防
車
両
」
は
、
宝
く
じ
の

売
上
金
を
も
と
に
同
消
防
協
会
が
平
成
十
九
・

二
十
年
度
に
各
都
道
府
県
に
一
台
ず
つ
（
四

十
七
台
）
モ
デ
ル
的
に
交
付
し
て
い
る
も
の

で
、
京
都
府
内
で
は
京
丹
後
市
へ
配
備
さ
れ

ま
し
た
。 

　
同
車
両
は
、
最
新
型
の
ボ
デ
ィ
ー
構
造
で
、

広
大
な
ス
ペ
ー
ス
と
左
右
は
ガ
ル
ウ
イ
ン
グ

式
扉
（
上
方
に
開
く
ド
ア
）
に
よ
る
全
面
開

口
と
な
っ
て
お
り
、
狭
い
道
路
で
も
ス
ム
ー

ズ
に
資
機
材
の
取
り
出
し
が
可
能
で
あ
る
と

と
も
に
、
収
納
さ
れ
た
資
機
材
が
安
全
に
積

み
下
ろ
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
は
、
排
気
ガ
ス

に
白
煙
が
出
な
い
環
境
に
や
さ
し
い
四
サ
イ

ク
ル
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
平
成
十
六
年
の
台
風
二
三
号
や

平
成
十
八
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
急
傾
斜
地
域
な
ど

の
危
険
な
所
が
多
く
、
常
備
消
防
の
消
防
車

が
配
備
さ
れ
て
い
な
い
丹
後
町
間
人
（
丹
後

第
一
分
団
管
轄
区
域
）
に
配
備
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。 

　
交
付
式
で
山
田
知
事
は
「
今
回
、
同
車
両

を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
防
団
活
動
が

高
度
化
に
対
応
す
る
た
め
の
資
機
材
の
充
実

に
寄
与
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

さ
ら
に
常
備
消
防
と
連
携
い
た
だ
き
、
地
域

住
民
の
み
な
さ
ん
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に

尽
力
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
。 

　
交
付
状
な
ど
を
手
渡
さ
れ
た
羽
賀
団
長
は

「
交
付
い
た
だ
い
た
同
車
両
は
、
丹
後
第
一

分
団
へ
の
配
備
と
な
り
ま
す
が
、
同
分
団
は
、

強
い
熱
意
と
指
揮
を
も
っ
た
分
団
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
契
機
に
全
団
員
一
丸
と
な
っ
て

一
層
消
防
団
活
動
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
」

と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
、「
多
機
能
型
消
防
車
両
」
を

丹
後
第
一
分
団
に
配
備
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
丹
後
第
一
分
団
の
管
轄
区
域
は
、
平

成
十
八
年
七
月
の
大
規
模
な
土
砂
崩
れ

で
未
曾
有
（
み
ぞ
う
）
の
被
害
を
受
け

た
地
域
で
す
。
近
年
、
局
地
的
な
集
中

豪
雨
が
多
く
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
、

い
つ
ど
こ
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す

る
か
も
わ
か
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
我
々
消
防
団
員
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
、
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ

う
、
常
日
頃
か
ら
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
と
と
も
に
、
万
一
の
災
害
に
備

え
て
、
迅
速
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
配

備
い
た
だ
い
た
車
両
を
積
極
的
に
活
用

し
た
救
助
訓
練
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。 

万
一
の
災
害
に
備
え
て 

　
訓
練
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す 

関
係
機
関 

　
　
と
の
連
携
構
築 

医療機関・消防本部などが 
　対応を確認する訓練を実施 
医療機関・消防本部などが 
　対応を確認する訓練を実施 

新型インフルエンザ発生を想定 

多機能型消防車両を配備 多機能型消防車両を配備 多機能型消防車両を配備 

平
成
十
八
年
七
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
る 

　
土
砂
崩
れ
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
丹
後
第
一
分
団
へ 

丹後町 
間人地区 

府内初 府内初 府内初 



京都府の 
ひろば 

　昨年９月号から、京都府
で取り組まれています市民
生活にかかわる事業などに
ついてご紹介しています。 

平成21年3月 平成21年3月 

京
都
府
の
ひ
ろ
ば 

研
修
生
だ
よ
り 

19 18

京
都
府
丹
後
保
健
所
保
健
室 

（
蕁
六
二
ー
四
三
一
二
） 

　
京
都
府
丹
後
保
健
所
で
は
、近
年
、発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に

つ
い
て
、医
療
機
関
や
市
町
、消
防
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、対
策
を
す
す
め
て
い
ま
す
。 

 

新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
す
る
と
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

以
上
に
府
民
の
か
た
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

み
な
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
、取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

■
お
問
い
合
わ
せ
先 

個
人
で
で
き
る
予
防
策 

　１月30日、管内2市2町や弥
栄病院、消防署などの関係機
関が参加し、新型インフルエン
ザ患者が管内で発生し感染が
拡がりつつあるとの想定で、訓
練を実施しました。 
　患者さんの相談受付から発
熱外来での診察、入院や搬送
などさまざまな手順を確認。今
後は、新型インフルエンザ発生
時の体制づくりを進めるとともに、
訓練を重ねていこうと考えてい
ます。（関連：17ページ） 

十 

ウ 

〜
四
十
年
に
一
度
く
ら
い
、
新
型
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
出
現

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ウ
イ
ル
ス
に
は
、
ほ
と

ん
ど
の
人
が
免
疫
を
も
た
な
い
た
め
、
次
々

と
感
染
が
広
が
り
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
交
通
機
関
の
発
達
な
ど
か
ら
短

期
間
に
、
世
界
中
で
爆
発
的
な
感
染
（
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
）
を
引
き
起
こ
す
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

イ
ル
ス
の
毒
性
な
ど
に
よ
り
、
発
症

者
数
な
ど
被
害
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
が
、

過
去
の
「
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
」
な
ど
の
例
か
ら
、

発
症
す
る
と
重
症
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
世
界
中
を
ほ
ぼ
同
時
に
覆
い
つ
く

す
大
災
害
の
た
め
、
交
通
機
関
や
会
社
、
ス

ー
パ
ー
な
ど
の
社
会
機
能
が
制
限
さ
れ
、
日

常
生
活
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
予
想
さ
れ

ま
す
。 

  

 

港
や
海
港
で
の
検
疫
を
強
化
し
、
感

染
し
て
い
る
人
の
入
国
を
で
き
る
だ

け
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
す
る
ほ
か
、
府
内
で

患
者
が
一
例
発
生
し
た
段
階
で
、
感
染
拡
大

を
防
ぐ
た
め
、
学
校
を
休
校
に
し
、
外
出
を

控
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
医
療
機
関
で
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、
専
用
の
相
談
機
関
「
発
熱
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
保
健
所
に
設
置
し
、
熱
の
出
た
患

者
さ
ん
は
、
協
力
病
院
に
設
置
さ
れ
た
「
発

熱
外
来
」
を
受
診
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
特

別
な
体
制
を
と
り
ま
す
。 

空 

①
帰
宅
後
の
手
洗
い
・
う
が
い
を
励
行

し
ま
し
ょ
う
。 

②
栄
養
の
あ
る
食
事
を
心
が
け
、
十
分

な
睡
眠
を
と
り
、
体
力
と
抵
抗
力
を

つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

③
発
熱
、
咳
、
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状

が
あ
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
な
ど
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

④
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
外
出
を
控
え
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
少
な
く
と
も

二
週
間
分
の
食
料
、
日
用
品
、
医
療

品
な
ど
を
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

⑤
「
知
識
の
ワ
ク
チ
ン
」
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。
発
生
時
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら

な
い
で
、冷
静
な
予
防
行
動
が
で
き
る

よ
う
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
と
情
報
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

毎
月
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
N
E
W
S
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
 

保健所と振興局に、備蓄品の 
モデルを展示しています 

立
場
を
変
え
て
み
て

立
場
を
変
え
て
み
て 

立
場
を
変
え
て
み
て 
    

私
が
昨
年
四
月
か
ら
研
修
を
行
っ
て
い

る
「
京
都
府
総
務
部
自
治
振
興
課
」
は
、

行
政
担
当
・
地
域
力
再
生
担
当
・
企
画
担

当
及
び
税
財
政
担
当
の
四
係
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
行
政
、
地
域
力
再
生
事
業
、
権

限
移
譲
や
未
来
づ
く
り
交
付
金
事
業
、
地

方
交
付
税
を
は
じ
め
と
す
る
税
財
政
の
関

係
報
告
調
書
の
と
り
ま
と
め
、
地
方
債
な

ど
を
通
じ
て
、
市
町
村
の
行
財
政
担
当
の

か
た
と
接
す
る
機
会
の
多
い
職
場
で
す
。 

 

ま
た
、
毎
年
府
内
の
市
町
村
か
ら
実
務

研
修
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
平
成
二
十

年
度
に
お
い
て
は
三
市
三
町
か
ら
六
人
が

実
務
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

   

私
は
、「
税
財
政
担
当
」
に
配
属
さ
れ

税
務
の
仕
事
を
担
当
し
て
お
り
、
国
へ
の

報
告
が
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る

固
定
資
産
の
価
格
な
ど
の
概
要
調
書
な
ど

税
務
に
関
連
し
た
各
種
調
書
の
説
明
お
よ

び
そ
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
研
修
生
は
通
常
業
務
の
ほ
か
に
、

京
都
府
で
行
わ
れ
て
い
る
各
種
事
業
や
、

地
方
自
治
制
度
に
関
す
る
研
修
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
り
多
く
の
研
修
を
受
講
し
て
い

ま
す
。 

   

四
月
以
降
、
市
町
村
か
ら
の
報
告
の
あ

っ
た
内
容
の
確
認
や
集
計
、
指
摘
や
指
示
、

ま
た
十
月
以
降
に
検
査
官
と
し
て
行
っ
た

市
町
村
の
交
付
税
検
査
で
感
じ
た
こ
と
は

「
整
理
」
と
「
違
和
感
」
で
す
。 

 

行
う
業
務
の
大
半
は
初
め
て
触
れ
る
も

の
で
あ
り
、
取
り
ま
と
め
業
務
に
お
い
て

は
二
十
六
市
町
村
か
ら
ほ
ぼ
同
時
に
報
告

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
資
料
の
整
理
、
進
め

方
や
進
行
の
度
合
い
を
整
理
し
て
、
係
の

上
司
に
相
談
し
事
務
を
行
う
こ
と
や
、
各

市
町
村
の
税
財
政
担
当
の
か
た
に
指
摘
な

ど
を
行
う
際
は
、
根
拠
を
明
確
に
し
、
自

分
で
き
っ
ち
り
消
化
し
て
か
ら
説
明
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
、
当
然
の
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
大
切
な
こ
と
だ
と
折
に
触

れ
思
い
、
実
感
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
当
初
、
京
都
府
へ
書
類
の
報
告

を
す
る
立
場
か
ら
市
町
村
へ
照
会
を
行
う

立
場
へ
、
質
問
を
行
う
立
場
か
ら
回
答
す

る
立
場
へ
の
変
化
に
戸
惑
い
ま
し
た
し
、

研
修
期
間
が
半
年
を
超
え
た
今
で
も
違
和

感
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
と
き
が
あ
り

ま
す
。 

 

京
丹
後
市
に
帰
任
し
て
ど
の
部
署
に
配

属
さ
れ
て
も
、
京
都
府
の
職
員
の
か
た
と

連
携
も
し
く
は
、
良
好
な
関
係
を
築
く
必

要
が
あ
り
、
実
務
研
修
生
と
し
て
そ
の
立

場
を
か
じ
っ
た
こ
と
、
得
た
知
識
や
違
和

感
が
、
次
に
つ
な
が
る
知
恵
と
な
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

研
修
期
間
は
三
月
末
ま
で
で
す
が
、
時

間
を
大
切
に
業
務
お
よ
び
知
識
の
習
得
に

励
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

総務部税務課 
 和 田  慎太郎 主 事 

研 修 先 研 修 先 

京都府総務部自治振興課 

研修期間 研修期間 

平成20年4月から1年間 

　
市
で
は
、
平
成
十
八
年
二
月
に
策
定
し
た
「
京
丹
後
市
職
員
人
材
育
成
方
針
」
に
基

づ
き
、
分
権
型
社
会
へ
の
移
行
に
対
処
で
き
る
専
門
性
を
備
え
た
職
員
を
育
成
す
る
た

め
、
将
来
の
京
丹
後
市
を
担
う
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
、
実
務
研
修
を
通
じ
た
政
策

形
成
能
力
や
行
政
経
営
能
力
の
習
得
を
希
望
す
る
意
欲
的
な
職
員
を
募
り
、
総
務
省
、

経
済
産
業
省
、
京
都
府
、
財
団
法
人
自
治
体
国

際
化
協
会
な
ど
へ
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
今
回
は
、
京
都
府
で
の
研
修
状
況
や

業
務
内
容
、
こ
れ
ま
で
の
感
想
な
ど
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は 

予
想
さ
れ
る
被
害
は
？ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策
は
？ 

丹
後
地
域
で
進
め
よ
う
！ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策 

研
修
先
の
状
況

研
修
先
の
状
況 

研
修
先
の
状
況

研
修
先
の
状
況 

研
修
先
の
状
況 

私
の
仕
事

私
の
仕
事 

私
の
仕
事

私
の
仕
事 

私
の
仕
事 

こ
れ
ま
で
の
感
想

こ
れ
ま
で
の
感
想 

こ
れ
ま
で
の
感
想

こ
れ
ま
で
の
感
想 

こ
れ
ま
で
の
感
想 

京
丹
後
市
の
未
来
を
担
う 

京
丹
後
市
の
未
来
を
担
う 

研
修
生
だ
よ
り

研
修
生
だ
よ
り 

研
修
生
だ
よ
り 
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健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 

21 20

首
の
運
動 

両
肩
を
持
ち
上
げ
て
は 

す
っ
と
力
を
抜
い
て
降
ろ
す 

目
を
閉
じ
て
、 

く
ち
び
る
を
し
っ
か
り 

横
に
引
き
「
ん
〜
」
と
言
う 

口
と
目
を
し
っ
か
り
開
い
て 

「
あ
〜
」
と
言
う 

①
右
手
首
を
左
手
で
持
っ
て
、 

　
左
へ
引
き
な
が
ら
体
を
左
へ
傾
け
る 

①
左
右
前
後
に
傾
け
る 

②
左
手
首
を
右
手
で
持
っ
て
、 

　
右
へ
引
き
な
が
ら
体
を
右
へ
傾
け
る 

②
左
右
を
向
く 

③
大
き
く
回
す 

く
ち
び
る
を
し
っ
か
り
閉
じ
て 

左
右
交
互
に
ほ
ほ
を
ふ
く
ら
ま
す 

く
ち
び
る
を
し
っ
か
り
閉
じ

て
左
右
同
時
に
、
ほ
ほ
を
ふ

く
ら
ま
し
た
り
、
す
ぼ
め
た

り
す
る 

①口を開けたまま舌を 
　出したり入れたりする 

①舌で内側から 
　上くちびるを押す 

②舌で内側から 
　下くちびるを押す 

②舌を上下に動かす ③舌を左右に動かす 
④舌をぐるりと回す 

③舌で内側から右ほほを押す 
④舌を内側から左ほほを押す 
⑤舌を内側でぐるりと回す 

○資　　料：「お口の健康を守る！」（丹後お口の健康を考える会　http:// www.nao-2004.com/tankenkai/） 
○イラスト：中西直美さん 提供 

　
介
護
予
防
の
た
め
の
検
診
「
生
活
機
能
評
価
」
の
結
果
、
運
動
機
能
の
低
下
に
つ
い
で

多
い
項
目
が
お
口
の
機
能
低
下
で
す
。
多
く
の
高
齢
者
の
か
た
が
「
固
い
も
の
が
食
べ
に

く
く
な
っ
た
」、「
食
べ
物
を
飲
み
込
む
と
き
に
む
せ
る
」、「
口
の
渇
き
が
気
に
な
る
」
と

い
う
問
題
を
抱
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
お
口
の
健
康
は
、『
お
い
し
く
食
べ
る
』、『
楽
し
く
会

話
す
る
』
そ
し
て
『
低
栄
養
や
誤
嚥
（
ご
え
ん
）
性
肺
炎
を
予
防
す
る
』
た
め
に
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
日
か
ら
お
口

の
体
操
を
始
め
ま
し
ょ
う
。 

〜
お
口
の
健
康
に
つ
い
て
〜 

ご紹介した体操は、だ液（つば）の分泌をよくして口の中を滑らかにし、食事のときのむせを少なくし
ます。食事の前に、できるだけ毎回行ってください。 

ご
っ
く
ん

ご
っ
く
ん
体
操
体
操 

ご
っ
く
ん

ご
っ
く
ん
体
操
体
操 

ご
っ
く
ん
体
操 

深 

呼 

吸 

深 

呼 

吸 

上
半
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操 

上
半
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操 

　
食
物
を
飲
み
込
む
と
き
に
は
、
お

腹
、
背
中
、
胸
の
筋
肉
を
使
い
ま
す
。

さ
ら
に
上
半
身
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

い
た
ほ
う
が
、
飲
み
込
み
が
楽
に
で

き
ま
す
。
深
呼
吸
、
肩
、
首
の
体
操

を
し
て
飲
み
込
み
に
使
う
筋
肉
を
鍛

え
ま
し
ょ
う
。 

　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
姿
勢
で
、
お
腹
に

手
を
当
て
て
、
鼻
か
ら
息
を
吸
い
込
み
、

吐
く
と
き
は
口
を
す
ぼ
め
て
ゆ
っ
く
り

口
か
ら
吐
き
ま
し
ょ
う
。 

『パ』・『タ』・『カ』・『ラ』は、口唇・

舌の動きが悪いとはっきりと発声

できない発音といわれています。 

１ ２ 

口
を
閉
じ
て
す
る
体
操 

口
を
閉
じ
て
す
る
体
操 

　
食
物
を
噛
ん
で
飲
み
込
む
た
め
に
は
、
舌
が
自
由
に
動
く
事
が
大
切
で
す
。
舌

が
動
く
こ
と
で
だ
液（
つ
ば
）の
分
泌
も
よ
く
な
り
、脳
へ
の
刺
激
に
も
な
り
ま
す
。 

口
を
開
け
て
す
る
体
操 

口
を
開
け
て
す
る
体
操 

１ 

２ 

ん
〜 

ん
〜 

あ
〜 

あ
〜 

　
唇
や
ほ
ほ
な
ど
の
顔
の
筋
肉
を
動
か
し
ま
す
。
だ
液
（
つ

ば
）
の
分
泌
が
よ
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
表
情
が
豊
か
に
な

り
、
話
す
、
噛
む
な
ど
の
動
き
も
よ
く
な
り
ま
す
。 

１ ２ 

３ ４ 

①
ほ
ほ
を
膨
ら
ま
し
て
み
る
。
右
側
、
左

側
、
両
方
の
ほ
ほ
を
膨
ら
ま
せ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
う
ま
く
膨
ら
ま
な
い
、
口

角(

口
の
端)

か
ら
空
気
が
も
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

②
口
の
中
に
た
ま
っ
た
だ
液(

つ
ば)

を
三

〇
秒
間
に
三
回
以
上
の
み
こ
む
こ
と
が

で
き
ま
す
か
。 

③
「
パ
ン
ダ
の
タ
カ
ラ
も
の
」
と
は
っ
き

り
言
え
ま
す
か
。 

お
口
の
健
康
度
を 

　
　
　
　
チ
ェ
ッ
ク 

~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~
~
~
~
~
~

上
半
身
を
伸
ば
そ
う 

肩
の
上
下
運
動 

顔
面
顔
面
体
操 

顔
面
顔
面
体
操 

顔
面
体
操 

や
っ
て
み
よ
う
お
口
の
体
操 

舌
体
操 

舌
体
操 

舌
体
操 

お
い
し
く

お
い
し
く
食
べ
て
べ
て 

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う

し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う 

お
い
し
く
食
べ
て 

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う 

あなたの健康 
応援します 
あなたの健康 
応援します 
あなたの健康 
応援します 
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上映日 

小西川プロムナード整備のイメージ図 

◎場　所　京都府丹後文化会館 （峰山町杉谷） 
◎上映開始　①10 ： 00  ②14 ： 00  ③18 ： 30 
　　　　　（上映時間 ： 2時間10分） 
◎入場料　○一　般　　前売1,000円（当日1,300円） 
　　　　　○高校生以下  前売・当日 800円 
　　　　　○シニア（60歳以上）  前売1,000円（当日1,100円）
　　　　　　※要証明 
◎主　催　（財）京都府丹後文化事業団 

京都府丹後文化会館イベント情報 京都府丹後文化会館イベント情報 
お問い合わせ先  蕁 62-5200

丹後映画大好き劇場NO.18「おくりびと」 

旅行情報誌のランキングで第2位に 

夕日に染まる浜詰海岸 

　「峰山町地域まちづくり協議会」から、
地域振興施策を提言いただきました。 
　同協議会では、平成19年6月の設置か
ら幾たびにもわたり、前身である「地域
振興協議会」が市長に対して提言された
内容も踏まえながら、まちづくりについ
て熱心に協議を行っていただいています。 
　提言書の概略は次のとおりです。 

【
一
】 

○
路
　
面
↓ 

○
植
　
栽
↓ 

○
照
　
明
↓ 

○
休
憩
所
↓ 

【
二
】 

【
一
】 

【
二
】 

【
三
】 

  

□
小
西
川
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
（
小
西
川
散
歩
道
）

　
整
備 

■
提
言
の
ね
ら
い 

【
一
】
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

【
二
】
交
流
と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り 

【
三
】
市
民
の
手
づ
く
り
・
物
つ
く
り
の
ま

　
　  

ち
づ
く
り 

■
提
言
に
つ
い
て
の
現
状
と
今
後
の
展
開 

　
峰
山
の
市
街
地
を
東
西
に
貫
く
小
西
川
は
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
本
提
言
で
は
、
「
小
西
川
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

（
小
西
川
散
歩
道
）」
を
、
市
役
所
峰
山
庁
舎

か
ら
峰
山
大
橋
ま
で
の
区
間
を
整
備
す
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
付
近
の
小
西
川
は
、
左
に
市
街
地
、

右
に
は
水
田
が
あ
り
、
前
方
遠
く
小
原
山
を

は
じ
め
と
す
る
山
並
み
を
望
み
な
が
ら
ほ
ぼ

直
進
し
て
緩
や
か
に
流
れ
て
い
ま
す
。
川
沿

い
の
道
路
に
は
、
早
朝
か
ら
健
康
づ
く
り
に

腕
を
振
り
さ
っ
そ
う
と
歩
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

愛
好
者
の
か
た
や
、
元
気
に
登
下
校
す
る
小
・

中
学
・
高
校
生
・
通
勤
途
中
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
の
か
た
な
ど
、
常
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の

往
来
が
あ
り
ま
す
。 

　
前
協
議
会
の
提
言
で
は
、
め
ざ
す
「
ま
ち
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
歩
い
て
楽
し
い
ま

ち
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
本
協
議
会
で
は
、

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
受
け
継
ぎ
、
市
民
参
加

と
協
働
に
よ
る
手
づ
く
り
の
手
法
を
基
本
に

し
て
、
町
内
の
団
体
に
よ
る
推
進
母
体
の
立

ち
上
げ
と
、
そ
の
推
進
母
体
を
拠
点
に
し
た

「
小
西
川
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
（
小
西
川
散
歩
道
）」

の
青
写
真
を
描
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
推
進
母
体
に
つ
い
て
は
、
地
元

区
長
の
み
な
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
町
内
の
各
種
団
体
に
も
協

力
を
呼
び
か
け
て
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
だ
具
体
的
な
立
ち
上
げ
の
段
階

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
引
き
続

き
推
進
母
体
設
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
整
備
に
よ
り
、

少
し
上
流
に
位
置
す
る
御
旅
市
場
の
復
活
祭

に
始
ま
り
、
川
沿
い
の
桜
並
木
を
通
っ
て
福

祉
事
務
所
前
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
へ
、
そ
こ

か
ら
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
経
て
最
後
は
峰
山
駅

へ
と
続
く
、
小
西
川
の
流
れ
に
沿
っ
た
東
西

の
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。 

 

こ
の
計
画
の
実
現
に
は
、
市
民
と
市
行
政

に
よ
る
協
働
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
と
な
り

ま
す
。
計
画
推
進
に
あ
た
っ
て
積
極
的
な
市

民
参
加
と
地
域
の
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
行
政
の
助
言
や
支
援

を
求
め
る
も
の
で
す
。 

■
整
備
の
具
体
的
内
容 

京
丹
後
市
役
所
峰
山
庁
舎
横
か
ら
峰

山
大
橋
ま
で
の
小
西
川
右
岸
沿
い
、

約
八
五
〇
㍍
と
す
る
。 

路
面
、
植
栽
、
照
明
、
休
憩
所
等
の

整
備
は
、
市
民
協
働
と
市
民
参
加
を

め
ざ
す
。 

■
具
体
的
検
討
事
例 

カ
ラ
ー
舗
装
が
望
ま
し
い
が
、

少
な
く
と
も
雑
草
の
生
え
に

く
い
歩
き
や
す
い
状
態
に
す
る
。 

親
し
み
や
す
く
、
強
い
花
に

す
る
。 

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
フ
ッ
ト

ラ
イ
ト
に
す
る
。 

最
低
二
か
所
、
手
づ
く
り
ベ

ン
チ
な
ど
を
置
く
。 

■
行
政
へ
の
期
待 

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
母
体
と
と
も
に

押
し
進
め
る
こ
と
。 

推
進
母
体
へ
の
人
的
協
力
と
財
政
支

援
を
行
う
こ
と
。 

整
備
実
現
に
向
け
、
次
年
度
事
業
と

し
て
市
民
協
働
部
門
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
。 

 

【京丹後市共同募金会・京丹後市社会福祉協議会】 

赤い羽根募金 赤い羽根募金 赤い羽根募金 9,912,935円 9,912,935円 9,912,935円 

8,281,358円 8,281,358円 8,281,358円 歳末たすけあい募金 歳末たすけあい募金 歳末たすけあい募金 

　平成20年度共同募金運動（赤い羽根募金）およ
び、歳末たすけあい募金におきまして、下記のと
おりご協力をいただき、ありがとうございました。 
　みなさんからお寄せいただいた赤い羽根募金は、
平成21年度の京都府内福祉施設の整備や京丹後市
社会福祉協議会が行う、地域福祉事業などに使わ
れます。 
　また、歳末たすけあい募金は、京丹後市社会福
祉協議会により昨年末に、支援を必要とするかた
が地域で安心して暮らすことができるよう、特に
お困りのかたに配分させていただきました。 
　赤い羽根共同募金のホームページ「はねっと」
（http://hanett.akaihane.or.jp/sys/frame.asp）で、
詳しい配分内容をご覧いただけます。 

4/26（日） 

　市内各地で湧き出す温泉は、京丹後市が誇る美

しい景観とあいまって、本市の「癒し」と「やすらぎの

空間」の一つとして、市内外から人気を集めています。

郷土の歴史や伝説に思いを馳せながら、海の幸、山

の幸を楽しめるなど、京丹後市ならではの楽しみを満

喫することができます。 

　そのような中、全国的な旅行情報雑誌２月号の「み

んな満足温泉地ベスト50」と題したランキングで、浜

詰夕日ヶ浦温泉が第２位に選ばれました。 

　同ランキングは、最近１年間で訪れたことのある温

泉地のなかで、満足したかたが多い度合いを集計さ

れたもので、関係者のみなさんのご努力と、京丹後

市の観光の魅力の高さが伺えます。 

ま 

ち 

の 

情 

報 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

提
　
言

提
　
言 

提
　
言 

峰山町まちづくり協議会 峰山町まちづくり協議会 峰山町まちづくり協議会 ２月19日 ２月19日 ２月19日 

市長に地域振興施策を提言 市長に地域振興施策を提言 市長に地域振興施策を提言 

　前売
券

　前売
券 

好評発
売中

好評発
売中！ 

　前売
券 

好評発
売中！ 

第81回米国アカデミー賞　 
　　　　　外国語映画賞受賞 

第81回米国アカデミー賞　 
　　　　　外国語映画賞受賞 
第81回米国アカデミー賞　 
　　　　　外国語映画賞受賞 

共同募金運動へのご協力 
ありがとうございました 
共同募金運動へのご協力 
ありがとうございました 
共同募金運動へのご協力 
ありがとうございました 

「おくりびと」の題字は

平野克己さん（京丹後市網 

野町出身）が書かれました。 



　ご意見箱へお寄せいただくご

意見には、お名前などの個人が

特定できる部分やプライバシー

に関わる部分を除き、すべてお

答えすることとし、お名前や連

絡先をご記入いただいているか

たにつきましては、直接お答え

もさせていただいています。一方、

お名前や住所などの連絡先の記

入のないものにつきましては、

市のホームページおよび広報紙

でお答えすることとしています。 

　ホームページには、個人情報

に関するものを除き、随時掲載

していますが、広報紙は月に１

回の発行であり、どうしてもお

答えを掲載するのに時間がかか

ってしまいます。また、広報紙

では紙面が限られているためご

意見やお答えを一部割愛して掲

載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先な

どが記されていたご意見では、

ご意見の内容を確認させていた

だき、できる限り正確でていね

いな回答をお返しするように努

めています。お名前や連絡先な

どが記されていないご意見につ

きましては、再質問的に何度も

いただいているご意見もあります。

正確な回答をできるだけ速やか

にお返しするために、住所をは

じめ、お名前・連絡先などをぜ

ひご記入ください。 

平成21年3月 平成21年3月 

ご  

意  

見  

箱 

ご  

意  

見  

箱 

25 24

「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 

新たに市役所に設置したデジタル防災
行政無線の操作卓を操作する様子 

放課後児童クラブで元気に遊ぶ
子どもたち 

平成21年2月20日に開催した 
「京丹後市地域公共交通会議」の様子 

　 

  

　
防
災
行
政
無
線
の
音
楽
に
つ
い
て
、
現
在
、

網
野
町
で
は
、
十
一
時
に
「
エ
ー
デ
ル
ワ

イ
ス
」
が
流
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
音
楽
は
、

今
後
も
継
続
し
て
流
す
予
定
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
音
楽
を
聞
い
て
お
ら
れ
る
家
庭
で
は
、

飽
き
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、

新
し
い
曲
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
は
い

か
か
で
し
ょ
う
か
。 

　
ま
た
、
平
成
二
十
年
十
月
二
十
九
日
の

十
九
時
四
十
五
分
に
網
野
町
で
弥
栄
市
民

局
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

網
野
町
で
は
、
水
曜
日
は
放
送
が
な
い
日

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
な
ぜ
、
放
送
さ
れ
た

の
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
原
因
を
調

査
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な

放
送
が
な
い
よ
う
し
っ
か
り
と
し
た
防
災

行
政
無
線
の
放
送
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　【
市
内
　
男
性
】 

   

    

　 

           

　
防
災
行
政
無
線
で
は
、
お
昼
の
時
報
と

し
て
音
楽
を
流
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
二

十
一
年
二
月
一
日
か
ら
定
期
的
に
音
楽
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
放
送
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
十
月
二
十
九
日
の
夜
に
網
野
町

で
弥
栄
市
民
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
放
送

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
防
災
行
政
無

線
に
よ
り
各
市
民
局
か
ら
曜
日
を
指
定
し

て
放
送
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

弥
栄
市
民
局
で
登
録
し
た
地
域
の
設
定
に

誤
り
が
あ
り
、
放
送
が
流
れ
た
も
の
で
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
た
い
へ
ん
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
今
後
は
、
担
当
職
員
の
指
導
を
行
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
設
定
後
に
は
再
確
認
を

必
ず
行
う
な
ど
、
間
違
っ
た
曜
日
に
放
送

し
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
総
務
課
】 

    

　
来
年
か
ら
小
学
生
に
な
る
子
ど
も
が
い

る
の
で
す
が
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

十
八
時
ま
で
の
利
用
時
間
で
、
親
も
し
く

は
祖
父
母
の
迎
え
で
な
い
と
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
聞
き
ま
し
た
。
十
八
時

ま
で
の
利
用
と
な
る
と
、
私
は
仕
事
が
遅

く
て
十
八
時
に
は
迎
え
に
行
け
ま
せ
ん
。 

 

保
育
所
は
、
十
九
時
ま
で
延
長
保
育
が

あ
る
の
で
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
迎
え

に
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
十
八
時
で
は
、
迎
え
に
行
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 
十
八
時
に
迎
え
に
行
け
る
親
ば
か
り
い

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
も
う
少
し
子
育

て
に
配
慮
し
た
時
間
で
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
運
営
が
お
願
い
し
た
い
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
無
記
名
】 

 

            

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
の
か

た
の
就
労
な
ど
に
よ
り
放
課
後
の
家
庭
保

育
が
欠
け
る
児
童
に
対
し
、
遊
び
や
生
活

の
場
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
健

全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

児
童
の
迎
え
に
つ
い
て
は
、
安
全
面
の

確
保
と
い
う
観
点
か
ら
基
本
的
に
保
護
者

の
か
た
と
し
て
い
ま
す
が
、
や
む
を
得
な

い
場
合
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
連
絡
を
い

た
だ
い
た
場
合
に
限
り
、
保
護
者
の
か
た

以
外
の
迎
え
で
も
許
可
を
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

 

利
用
時
間
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
み

な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
、

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
時
間
を
三
十
分
延

長
し
、
十
八
時
三
十
分
ま
で
に
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
利
用
希
望
者
が
増
加
し
て
い
る
中
、

指
導
員
の
勤
務
体
制
や
運
営
経
費
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
り
、
今
後
は
運
営
方
法
の

見
直
し
に
併
せ
、
利
用
料
の
見
直
し
も
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
子
育
て
支
援
課
】 

    

　
峰
山
高
等
学
校
に
通
学
し
て
い
る
生
徒

の
母
親
で
す
が
、
十
月
一
日
か
ら
、
十
九

時
ご
ろ
の
網
野
か
ら
峰
山
行
き
（
経
ヶ
岬

か
ら
網
野
経
由
の
峰
山
行
き
）
が
減
便
さ
れ
、

た
い
へ
ん
困
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
雪
が
降
る
季
節
に
な
り
、
寒

さ
が
厳
し
く
な
る
頃
に
減
便
さ
れ
て
し
ま
い
、

子
ど
も
も
自
転
車
通
学
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
し
、
親
も
送
迎
な
ど
で
た
い
へ

ん
負
担
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
便
に
は
、
学
生
以
外
に
も
か
な
り

の
か
た
が
毎
日
乗
車
さ
れ
て
い
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
廃
止
さ
れ

た
の
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
峰
山

高
等
学
校
に
は
廃
止
す
る
こ
と
を
事
前
に

連
絡
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

突
然
の
減
便
で
、
た
い
へ
ん
不
親
切
な
こ

と
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
時
間
の
バ
ス
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
便
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
三
学
期
が
始
ま
る
こ
ろ
に

は
復
活
運
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
無
記
名
】 

    

　
市
で
は
、
丹
後
海
陸
交
通
㈱
と
の
協
働

運
行
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
十
月
か
ら
上

限
二
百
円
バ
ス
の
実
証
運
行
を
開
始
し
、

よ
り
多
く
の
か
た
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
、

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
バ
ス
交
通
「
分
か
り

や
す
く
、
使
い
や
す
い
公
共
交
通
」
の
実

現
を
め
ざ
し
て
お
り
、
従
来
に
は
な
か
っ

た
大
幅
な
ダ
イ
ヤ
改
正
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
そ
の
中
で
、
限
ら
れ
た
車
両
と
運
転
手

の
配
置
を
工
夫
し
な
が
ら
運
行
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
か
ら
市
内
全
体
の
便
数
を
一
度

と
し
て
減
少
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
ダ
イ
ヤ

改
正
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

ダ
イ
ヤ
改
正
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
全
体

と
し
て
の
利
便
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
常

に
反
省
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
、「
需
要
の
掘
り
起

こ
し
」
の
繰
り
返
し
で
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
上
限
二
百
円
バ
ス
を
利
用
し
た

く
て
も
、
利
用
で
き
な
い
地
域
に
お
住
ま

い
の
高
校
生
や
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
も
多

く
お
ら
れ
、
こ
う
し
た
交
通
空
白
地
の
解

消
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
、
平
成
二
十
年
十
月
の
ダ
イ
ヤ
改

正
に
お
き
ま
し
て
は
、
ほ
か
に
要
望
の
多

か
っ
た
便
を
設
置
す
る
た
め
に
、
丹
後
海

陸
交
通
㈱
と
利
用
状
況
を
確
認
し
、
利
用

の
少
な
か
っ
た
ご
指
摘
の
便
を
廃
止
し
て

振
り
替
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
今
回
、
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
の
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
ご
不

便
を
お
か
け
し
て
お
り
、
高
等
学
校
へ
の

事
前
説
明
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

こ
の
点
に
つ
い
て
深
く
反
省
す
る
と
と
も
に
、

平
成
二
十
一
年
三
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ

い
て
、
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日
の
「
京

丹
後
市
地
域
公
共
交
通
会
議
」
に
お
い
て

協
議
し
た
結
果
、
ご
指
摘
の
便
は
再
運
行

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

　
ダ
イ
ヤ
改
正
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
国
・

府
へ
の
申
請
や
市
の
予
算
措
置
お
よ
び
丹

後
海
陸
交
通
㈱
の
車
両
や
運
転
手
の
確
保

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
市
民
の
み
な
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
ダ
イ
ヤ
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
民
課
】 

 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

Ｑ 

A

防
災
行
政
無
線
の
音
楽
と
市 

民
局
か
ら
の
放
送
に
つ
い
て 

Ｑ 
上
限
二
百
円
バ
ス
の
減
便
に 

つ
い
て 

Ｑ 
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用 

時
間
に
つ
い
て 

お
昼
の
時
報
と
し
て
の
音
楽
は
、 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
放
送
し
ま
す 

A
地
域
公
共
交
通
会
議
で
平
成
二 

十
一
年
三
月
十
四
日
か
ら
再
運
行 

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た 

A
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
時
間
を
三 

十
分
延
長
し
、十
八
時
三
十
分
ま 

で
運
営
し
ま
す 
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あみの図書館の入り口で展示 

範囲確認調査  墳丘斜面 

範囲確認調査 
墳丘斜面に積まれた葺き石 

日本海側最大の前方後円墳「網野銚子山古墳」 

　19歳のとき、アラスカの写真集を見て、シシュ

マレフ村を訪問したいと村長に手紙を送った。半

年後に、村長本人から訪問を歓迎する旨の返事が

来て、翌年の夏、日本から何回も航空機を乗り継い

でシシュマレフ村に渡航する。それ以来、アラスカ

の写真を撮り続けた星野道夫さんは、あるテレビ

番組のため滞在していたロシアのカムチャツカ半

島南部のクリル湖畔に設営したテントでヒグマの

襲撃に遭い、44歳で死去しました。 

　道子夫人が結婚生活5年半の間に撮影に同行し

た作品が多く掲載され、追想を通して星野道夫さ

んのアラスカの自然や動物、人間に対する深く温

かい愛情が感じられる本です。星野道夫さんの著

書は市立図書館に多数あります。ぜひ読んでみて

ください。 

「星野道夫と見た風景」 （新潮社） 

※休館日は、３月 10日以降から次号発行日の
４月10日までを掲載しています。 

16日（月） ・ 23日（月） ・ 30日（月） 

３月の休館日 

１日（水） ・ ６日（月） 

４月の休館日 

星野道夫・星野直子（著） 

さらに便利になりました 
峰山図書館ブックポスト 
さらに便利になりました 

峰山図書館ブックポスト 
さらに便利になりました 

峰山図書館ブックポスト 

蔵書点検のため 
臨時休館します 
蔵書点検のため 
臨時休館します 
蔵書点検のため 
臨時休館します 

あみの図書館 
大宮・弥栄図書室 
峰山図書館 

丹後・久美浜図書室 

4月6日（月）～9日（木） 
4月8日（水）～9日（木） 
4月13日（月）～15日（水） 
4月14日（火）～15日（水） 

休  館  期  間 図書館（室）名 

あみの図書館 峰山図書館 
　峰山図書館では、図書館が閉まっているときに本

を返す「ブックポスト（返却ポスト）」を、これまで

は峰山地域公民館の玄関内側に

設置していましたが、昨年末か

ら玄関外側に移動しました。24

時間返却でき、便利になりました。

どうぞご利用ください。 

　市立図書館では、年に一度、図書の

データと実際の資料が一致しているか

などを点検する『蔵書点検』を実施し

ています。「本の棚卸し」とも言えるこの点検は1冊

ずつの作業になり、たいへん時間がかかるため、次

のとおり臨時的に休館させていただきます。ご不便

をおかけしますがご理解とご協力をお願いします。 
〈蔵書点検のため臨時休館〉 
あみの図書館 4月6日（月）～9日（木） 
大宮・弥栄図書室 4月8日（水）～9日（木） 

………………………………………………………………… 

………………………………………………………………………………… 

…………………………………………………………………………………………………………………………… 

　
全
長
一
九
八
㍍
で
日
本
海
側
最
大
の
前
方
後
円
墳
・
網
野
銚
子
山

古
墳
（
国
史
跡
）
で
、
市
教
育
委
員
会
が
行
っ
て
い
ま
し
た
発
掘
調

査
に
つ
い
て
の
現
地
説
明
会
を
、
一
月
十
日
に
行
い
ま
し
た
。
将
来

の
史
跡
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
続

き
実
施
し
て
い
た
も
の
で
す
。 

　
今
年
度
の
調
査
は
、
こ
れ

ま
で
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
海
に
面
し
た
古
墳
の

北
西
側
に
つ
い
て
、
古
墳
の

裾
部
分
の
場
所
を
確
定
し
周

辺
に
溝
な
ど
の
施
設
が
つ
く

ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
こ
と
、
網
野
銚
子
山

古
墳
の
周
り
に
築
か
れ
た
二

つ
の
陪
塚
（
ば
い
ち
ょ
う
・

ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
計
画
的
に

周
辺
に
築
造
さ
れ
た
と
見
ら

れ
る
小
型
の
古
墳
）
の
う
ち

南
側
に
あ
る
小
銚
子
古
墳
付
近
に

古
墳
の
つ
く
ら
れ
た
と
き
に
、
ど

の
よ
う
に
整
地
さ
れ
た
か
を
知
る

た
め
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
後
円
部
の
墳
丘
に
築
か
れ
て
い

た
三
段
の
テ
ラ
ス
（
平
ら
な
面
）

の
う
ち
、
一
番
下
の
テ
ラ
ス
か
ら

裾
に
か
け
て
設
定
し
た
調
査
区
の

う
ち
の
一
つ
で
は
、
墳
丘
テ
ラ
ス

上
に
据
え
ら
れ
た
円
筒
埴
輪
（
え

ん
と
う
は
に
わ
）
が
、
倒
れ
込
ん

で
砕
け
た
ま
ま
の
状
態
で
見
つ
か

り
ま
し
た
。
出
土
し
た
埴
輪
は
、

上
の
口
が
丸
く
す
ぼ
ま
っ
た
「
丹

後
型
円
筒
埴
輪
」
で
あ
り
、
埴
輪

の
中
に
は
模
様
や
絵
が
描
か
れ
て

い
た
も
の
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

墳
丘
斜
面
に
積
ま
れ
た
葺

石
が
と
て
も
よ
い
状
態
で

残
存
し
て
お
り
、
古
墳
が

つ
く
ら
れ
た
時
と
比
べ
自

然
崩
落
は
あ
る
も
の
の
、

基
底
部
以
外
は
ほ
と
ん
ど

手
を
加
え
ら
れ
て
い
な
い

状
態
で
し
た
。
葺
石
は
、

径
二
〇
〜
三
〇
㌢
前
後
の

河
原
石
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
葺
石
の
下
に

使
わ
れ
た
裏
込
め
石
の
中

に
は
、
葺
石
と
同
じ
く
ら
い
の
大

き
さ
の
石
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
場
所
に
よ
っ
て
石
の
積

み
方
を
変
え
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。 

　
ま
た
、
海
に
面
し
た
部
分
の
古

墳
裾
は
地
山
（
じ
や
ま
・
人
為
的

な
改
変
を
受
け
て
い
な
い
地
層
）

を
削
り
、
ほ
ぼ
水
平
に
整
え
て
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
過
去

の
調
査
で
、
古
墳
の
南
東
側
は
古

墳
に
沿
っ
て
周
濠
が
巡
ら
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
し
た

が
、
周
濠
は
古
墳
の
周
り
全
体
を

巡
っ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
よ
う

で
す
。
海
か
ら
古
墳
を
見
た
と
き

に
古
墳
の
形
が
よ
く
わ
か
る
よ
う

に
、
裾
周
辺
を
整
地
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
説
明
会
は
、
雪
ま
じ
り
の
あ
い

に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
京
都
や

大
阪
か
ら
も
駆
け
つ
け
た
考
古
学

フ
ァ
ン
の
か
た
な
ど
約
五
十
人
が

集
ま
り
、
担
当
職
員
の
説
明
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　あみの図書館では、昨年秋ごろから毎月、網野町

内の保育所の子どもたちの描いた絵を展示しています。

家族揃って来館され、絵の前で記念写真を撮る光景

なども見られました。２月は、浅茂川保育所の子ど

もたちの元気いっぱいの鬼の絵でした。 

　絵本『じごくのそうべえ』などの、鬼の出てくる

絵本を担任の保育士から何度も読み聞かせしてもら

う経験を重ね、イメージを膨らませてから、みんな

で楽しんで描いたそうです。来館された多くのかたも、

子どもらしい表情豊かな鬼の絵に目を細めておられ

ました。 
お す す め の 本 お す す め の 本 

保育所の子どもたちの 
絵を展示しています 
保育所の子どもたちの 
絵を展示しています 
保育所の子どもたちの 
絵を展示しています 

市立図書館 ご案内 市立図書館　ご案内 京
丹
後
市
の
文
化
財  

四
三 

京
丹
後
市
の
文
化
財  

四
三 

国
指
定
史
跡

国
指
定
史
跡 

網
野
銚
子
山
古
墳

網
野
銚
子
山
古
墳 

国
指
定
史
跡

国
指
定
史
跡 

網
野
銚
子
山
古
墳

網
野
銚
子
山
古
墳 

国
指
定
史
跡 

網
野
銚
子
山
古
墳 

範
囲
確
認
調
査

範
囲
確
認
調
査 

　
　
　
現
地
説
明
会
を
開
催

　
　
　
現
地
説
明
会
を
開
催 

範
囲
確
認
調
査

範
囲
確
認
調
査 

　
　
　
現
地
説
明
会
を
開
催

　
　
　
現
地
説
明
会
を
開
催 

範
囲
確
認
調
査 

　
　
　
現
地
説
明
会
を
開
催 
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　男　　30,222人（－16） 

　女　　32,230人（－31） 

　計　　62,452人（－47） 

世帯数　22,076世帯（＋1） 

（2月1日現在・（ ）内は前月比） 

人口・世帯数 

約300人により校歌を合唱 

世代を越えて323人のかたが参加 

　
同
支
部
は
、
京
都
府
の
綾
部
市
以
南
お
よ
び

滋
賀
県
に
在
住
の
か
た
を
中
心
に
約
二
千
五
百

人
の
峰
山
高
等
学
校
卒
業
生
の
か
た
で
組
織
。

平
成
四
年
か
ら
毎
年
懇
親
会
を
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
同
懇
親
会
へ
は
、
参
加
で
き
る
卒
業
年
度
を

毎
年
一
年
ず
つ
繰
り
下
げ
て
お
り
、
今
回
は
昭

和
五
十
四
年
三
月
に
卒
業
さ
れ
た
第
三
十
一
期

生
ま
で
の
か
た
が
対
象
。
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で

懐
か
し
い
出
会
い
や
、
楽
し
い
会
話
が
交
わ
さ

れ
、
笑
顔
が
絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 

　
ま
た
、
卒
業
年
度
毎
に
記
念
撮
影
を
行
っ
た

あ
と
、
全
員
で
同
校
校
歌
を
斉
唱
。
約
三
百
人

に
よ
る
大
合
唱
は
迫
力
満
点
で
、
会
場
は
お
お

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

   

　
参
加
さ
れ
た
会
員
の
中
に
は
「
京
丹
後
ふ
る

さ
と
応
援
団
」
に
加
入
さ
れ
て
い
る
か
た
も
お

ら
れ
、
応
援
団
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ

る
な
ど
、
「
ふ
る
さ
と
の
応
援
へ
の
参
加
」
も

呼
び
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
井
塚
支
部
長

は
「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
」
と
し
て
も

ご
活
動
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
同
じ
く
大
使
と

し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
田
中
賢
一
同
支

部
事
務
局
長
な
ど
と
と
も
に
、
会
場
の
あ
ち
こ

ち
で
「
写
真
付
き
Ｐ
Ｒ
名
刺
」
が
話
題
に
。
ふ

る
さ
と
の
風
景
を
見
て
、
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

峰山高等学校 
同窓会京都支部 
懇親会 

峰山高等学校 
同窓会京都支部 
懇親会 

　
峰
山
高
等
学
校
同
窓
会
京
都
支
部
（
井
塚
義
人
支
部
長
）
の
「
第
十
八
回
懇
親
総
会
」
が
二

月
十
五
日
、
京
都
市
内
で
開
催
さ
れ
、
三
百
二
十
三
人
の
会
員
の
み
な
さ
ん
が
、「
出
身
地
お
よ

び
母
校
を
同
じ
く
さ
れ
る
仲
間
」
と
し
て
世
代
を
越
え
て
交
流
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
ご
紹
介
し
た
峰
山
高
校
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
同
窓
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
同
窓
会
な
ど
を
企
画
さ
れ

て
い
る
か
た
や
参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
る
か
た

は
、ぜ
ひ
「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
の 

呼
び
か
け
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た 

同
窓
会
で
広
が
る 
同
窓
会
で
広
が
る 
同
窓
会
で
広
が
る 

ふ
る
さ
と
の
輪

ふ
る
さ
と
の
輪 
ふ
る
さ
と
の
輪 




